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どんな素晴らしい芸術家やデザイナーにも、そのスタートの時点において

は、自然や事物をよく観察して描いたり、イメージしたり、感覚的論理を応

用したりするなどの制作体験の継続と地道な研究、模索がありました。

今、その初めに位置する諸君も同様に、新鮮で豊かで自由な感動や、無心

にものをとらえて描くこと・造ることの行為等を積み重ね、造形思考や、

意識、技術を深めるとともに、何よりも情熱の持続なくしては自己の感性や

表現力を豊かに開花させることはできないでしょう。

美術やデザインを学ぶことが、美しさや生命を愛し、人々に限りない夢や

希望を与えるとともに、自己の生きがいや共に生きる喜びを創造する

可能性を大きく秘めている限り、これからも益々自由な魅力あふれる展開

を見せてくれることでしょう。

現在の個性化、多様化する美術状況は「伝統的なものに根ざす創造」と、

従来とは発想や技術・素材等の異なる「新しい分野での創造」を志向する

流れが、相互に影響しつつ現代の美術に向かっているように思われます。

芸大美大入試もますます多様化してきましたが、それを超えていくには、

高い目標を持ち、しっかりとした基礎力と豊かな感性や知性に支えられた

「確かな表現力・創造力」が必要です。

明日への美術に向けて、皆さんの若さ溢れるエネルギーに期待します。

ふなばし美術学院 創立者

明日への美術に向けて。
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実技希望者
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行います。

春期 夏期 冬期各期講習会 基礎科中学生コースへ休み期間を利用する

学校の授業と両立させる

担当する科の
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勉強について
相談できます。
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通信教育課程

総合受験部（日曜）

自宅や学校で制作する

総合受験部昼間部
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随時受付け

希望者は担当する科の
講師と面接ができます。
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　デザイン・工芸科

　デザイン科

　絵画科

　先端芸術・映像科

　建築科

　油画科

　日本画科

　デザイン・工芸科

夜間部

体験講習時の
面接相談で、
将来やりたいことと志望学科を
マッチングします。

休み期間を利用する
春期 夏期 冬期各期講習会 各専攻科コースへ 公開実技
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高校の授業と両立させる

高校の授業と両立させる

高校の授業と両立させる

春期 夏期 冬期各期講習会 基礎科コースへ休み期間を利用する
高
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E 通信＋クラスC 土曜クラス D 日曜クラス
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！

いつでもクラスのステップアップができます！

S 受験クラス基礎科
高校２年生で一定の実技経験のある人は、
夜間部油画科・日本画科・デザイン・工芸科の
月～土の授業に参加することができます。

各期講習会もあわせて受講しましょう。

夜
間
部   

総
合
受
験
部
に
進
級

日頃みなさんが目にする物のほとんどに美術やデザインを学んだ人達の力が活かされています。
また、大きく「美術系」と捉えた進路の中にも様々な専攻領域があり、それぞれの分野が社会での役割に結びついて
います。まずは自分の周りを見渡し、好きな物や興味を持った事について調べてみましょう。そうして、どんな人が
それを創ったのか、どんな勉強をしてその職業に就いたのかなど、「好奇心」をエネルギーにして目標を持つと
ころがスタートです。技術や感性を磨きながら夢を追いかける旅に出ましょう！

立体系デザイン

工芸 建築系

絵画・彫刻系

先端芸術表現系

映像系

平面系デザイン

映画監督　映画製作
映像作家　漫画家
アニメーター
映像制作

広告
出版（エディトリアル）
CM制作   
TV番組制作
webデザイン   
CGデザイン
ゲームクリエーター
キャラクターデザイン
イラストレーター

建築家
家具デザイン
ランドスケープ

造形作家
インスタレーション
現代美術家

美術作家
油画家　日本画家
彫刻家
アーティスト
保存修復家
キュレーター
美術評論家
教員　美術指導者
研究者　学芸員

プロダクトデザイン
（車・バイク・電車）
文房具
パッケージ
空間演出
舞台美術
インテリア
環境デザイン
住宅デザイン

工芸作家
陶芸家　彫金家
ジュエリー
ガラス造形
漆芸家　染織家

合格に向けて

描いて創って未来へ！
なぜ美術系への進学を目指すのか？

美術系大学・高校の実技試験に対応した、
適切な科やコースを選びましょう！

いろいろ選べる
美術系の進路
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個々のニーズにしっかり対応、
バランス重視のカリキュラム!

ふな美のコース案内

月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金

昼間部

昼間部 実技授業

夜間実技強化講座

DAY　CLASS

NIGHT　CLASS
夜間部

総合受験部
FEW DAYS　CLASS

BASIC SECTION
基礎科

志望校の違いから実技と学科の弱点補強まで、
選択制を持たせたカリキュラミングとなっています。

選択変更やステップアップにも柔軟に対応していますので、
一人一人がしっかりとした力をつけることが出来るようバックアップしていきます。

各期講習会では昼夜間部でコンクールを行うなど、現役生が一歩進んだ実技力をつけられるように、
また選択学科もレベル別にフォローできるよう受講期間を調整してバランスよく学習できます！   

+ 選択学科｠ 木・金 （17:30～20:30）

高校卒業生対象　（通信制高校生で昼間授業に参加できる高校生も入学可）　

実技授業 月～土（9:30～16:30）
+　　　　 夜間実技強化講座　月～土 （17:30～20:30）

実技授業｠ 月～土（17:30～20:30）　+ 選択学科｠ 土（1４:00～16:50）

実技授業｠ 月～土（17:30～20:30）　

高校３年生・高校卒業生対象

高校２年生の実技経験者

平日クラス 実技授業　月～金（科別指定日17:30～20:30）
土曜クラス 実技授業　   土   （建築科のみ14 :00～20:30）
日曜クラス 実技授業　   日 （　 全科　　 9:30～16:30）

高校生・高校卒業生対象

夜間Aクラス　火・水・木・金　（17:30～20:30）
夜間Bクラス　水・木・金 （17:30～20:30）
Cクラス　　土（14:00～20：30）Dクラス　日（9:30～16:30）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高校
1･2年生対象

中学生対象

昼間部油画科

昼間部日本画科

昼間部デザイン・工芸科

夜間部 油画科
夜間部 日本画科

夜間部 デザイン・工芸科

先端芸術・映像科
建築科

絵画科

※S受験クラスについては、左ページ夜間部を参照してください。

基礎科高校生

デザイン科

先端芸術・映像科

建築科

絵画科

デザイン科

基礎科

基礎科

基礎科中学生

週6日の安定したカリキュラムに加えて、夜間実技強化講座（夜特）も授業料に含まれています。 また、夜間
実技強化講座の内、週2日を選択学科に変更することも可能です。東京藝術大学及び多摩美術・武蔵野
美術大学等の私立美大に対応し、通学定期も利用可能な本課程です。例えば１学期は学科重視で学力をつけ、
２学期は実技に集中するといった受講も可能です。 とにかく実技力をアップしたい人は、夜間強化講座も合わ
せて参加してください。

本課程各科の週６日授業に対し、週1～3日で効率よく実技対策を行うのが総合受験部です。志望校の学科配点比率が高い、
部活動で毎日は通えない、遠隔地在住のため週末しか授業に参加できない等、受験生個々の状況は様々です。また、各大学の
総合型選抜や学校推薦で秋に本格的な入試となる人には最適な実習期間で入学できます。ポートフォリオの作成や、面接試
験対策など個別のカリキュラムを前提として細かなニーズに対応しています。運動系の部活動で週6日通えない人も、まずは
１学期に総合受験部でスタートし、夏期講習会から本課程各科への転部を検討しましょう。

学科重視で実技は
コンパクトにという人から、
部活両立、経済的な
理由のある人まで
対応します！

週一日から「始めやすくて、通いやすい」高校生活と両立可能なクラス設定。

週末を楽しく、都合の良い時間に絵を描こう。

週6日のカリキュラムに加え、希望者は毎週土曜日の学科授業を追加できます。（一部オプション） 
東京藝術大学及び多摩美術・武蔵野美術大学等の私立美大に対応し、通学定期も利用可能な本課程です。 昼
間部の夜間実技強化講座と一部課題連携をとることで、入試のレベルを体感し、一歩進んだ実力をつけ
ることができます。

◯ 昼間部は夜間実技強化講座を追加した場合も通常学費内で実習が可能です。
◯ 昼間部夜間実技強化講座は担当講師と相談しながら随時参加することが可能です。また、指導上担当講師より参加をお勧めすることがあります。
◯ 学科講座は昼間部・夜間部とも追加の学費が必要となります。
◯ 昼間部夜間学科・夜間部土曜学科は事前登録制です。お申し込み時に指定してください。（変更可）
◯ いずれの学科授業も学院で行うテスト結果等によりクラス分けを行うことがあります。
◯ 基礎科S受験クラスの実技実習は、全て夜間部受験各科と同じカリキュラムとなります。

夜間部受験各科で月～土に実技実習を行います。（1・2学期）

土 　 　 　

17:30

16:30

9:30

20:30

月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金

夜間部実技授業

高校の授業時間
選択学科※詳細はP50 学科を参照

土　　　

17:30

16:30

9:30

20:30

17:30
16:30 16:30

13:30

9:30

12:30
13:30

20:30

10:00～12:50土曜午前学科
14:00～16:50土曜午後学科

平日＋日曜 も可能

平日＋日曜 も可能

土曜＋日曜 も可能

平日＋日曜 も可能

※実技の夜間強化授業との併用を可能にするため曜日が変わることもあります。

選択学科　木・金

S受験クラス

●S受験クラス

（月・火・水・木・金・土）［17：30～20：30］

（火・水・木・金） ［17：30～20：30］

（水・木・金） ［17：30～20：30］

基礎科 - クラス別日程 - 月 火 水 木 金 土 日

（土）［14：00～20：30］

（日）［9：30～16：30］

月に１～２課題の通信教育、＋来られる日に講評・実技

総合受験部 - クラス別日程 - 月 火 水 木 金 土 日

● S受験クラス  

●A強化クラス

●B総合クラス

●C土曜クラス

●D日曜クラス

● E通信＋クラス

日曜クラス 　  日 　（9:30～16:30）

日曜クラス 　  日 　（9:30～16:30）
平日クラス 　木・金　（17:30～20:30）

平日クラス 　木・金　（17:30～20:30）

日曜クラス 　  日 　（9:30～16:30）
土曜クラス 　 土 　（14:00～20:30）
日曜クラス 　  日 　（9:30～16:30）
平日クラス　 火・水　（17:30～20:30）

●中学生6時間クラス ［ 土曜c・日曜f ］

●中学生 3時間クラス

中学生6時間クラス 中学生3時間クラス

6時間

3時間 ［ 土曜 a/b・日曜d/e ］

aクラス   （土） ［13:30～16:30］      bクラス   （土） ［17:30～20:30］
dクラス　(日)［9:30～12:30］       eクラス　(日)［13:30～16:30］

cクラス   （土） ［13:30～20:30］       fクラス   （日） ［9:30～16:30］

土　　　  　　       日

a

b

c

f

c

f

d

e

夜特

夜特
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遠隔地や高校の都合で通学できなかった人
を対象に、入試日程にあわせた週単位の講座
が設定されています。さらなる実技力向上を目
指しましょう！

●夜間実技強化講座（夜特）は年間を通して昼間部平常授業終了後、夜の3時間を実技
　授業にあて、ワンランク上を目指す、ふな美独自の学習システムです。単に与えられた
　課題に取り組むだけでなく、受験生が自主的に参加するこの講座が、各自の主体性
　を育て、高い合格率を生む大きな要因になっています。
●担当講師の指導が入ります。（講師の指名で参加を促す場合もあります。）

●毎週土曜の午後、実技の前に希望者対象で学科授業を受けることができます。
　（夜間部生対象※登録制、※英語のAI教材導入により、教材費が発生します。）
●午後の授業のみで実習レベルに不足がある人には、午前の学科をオプションとして
　追加受講も可能です。基礎科生も対象となります。
●学科授業をレベル別に行うことで、わからないところから克服し、芸大美大合格を
　めざすことが可能になります。
●年６回の学科テスト結果で確認しながら、選択実技と選択学科をスイッチ受講する
　ことが出来ます。

●受験対策に不可欠な「傾向と対策」ですが、それだけでは美術の世界に進む人間としての
　視野を狭め、結果として良い人材育成には結び付きません。
●年数回の企画で、部科の枠を超えたコンクールや美術館・博物館、東京藝大見学
　ツアーなど様々なプログラムで視野を広げ、モチベーションをアップしていきます。

もっと描きたい！学びたい！に応える

［クラス別指導＋個別指導］

ふな美は確かな実力をつけるところです。

System 1 夜間実技強化講座 自由参加＆無料。

●夜間学科講座は週2日行い、実技講座との併用が可能です。
※学科講座については、英語のAI教材導入により、教材費が発生します。

System 2 夜間学科講座 登録制・昼間部生対象。

System 3 土曜学科講座 毎週土曜の現役生対象学科講座。

System 4 課外講座 視野が広がる学院外での授業。

10人いれば10の個性や感性があります。

ふなばし美術学院では「基礎力」に重点を置きながらも、個有の感性や知識を
伸びやかに育てることを最大の目標にしています。平常授業では基礎力や応用
力の養成を主な目的とした「クラス別指導」と個々の力を引き出すことを主眼と
した「個別指導」を両輪として授業展開します。特に「個別指導」では、経験豊富
な講師陣と面接などを通じてコミュニケーションを深め、志望校を視野に
入れ、“表現する力”を育成していきます。こうしたきめ細やかな指導がふな美の
合格実績を支えています。

実技力をより伸ばしたい人には、通常授業に加え夜間実技強化講座（昼間部生
対象）が用意されています。また、学力を伸ばしたい人には、夜間学科講座（昼間部
生対象）や土曜学科講座（夜間部現役及び基礎科生対象）が設けられています。年6
回に及ぶ学科テスト（基礎科は年3回）でチェックしながら、追加登録していくこと
も可能です。さらに視野を広げるための課外講座や合同コンクール等に参加す
ることで、総合的な実力を強化することが可能です。

アトリエ内だけが制作の場ではありません。自
然に触れて対話し、もう一度見直し制作すること
は非常に大切です。私たちは自然から最も多くの
ことを教えられているからです。

※諸状況により実施が難しい場合は後期まで美術館見
学等への内容変更を検討します。

美術研修旅行  5月 

年間スケジュール2026
充実した一年で『夢』を実現しよう ！

指導方針と強化システム
一人ひとりの個性を磨き、一人ひとりの夢を実現する ！

1
学
期

2
学
期

3
学
期

    東京藝大公開実技コンクール 11月  
東京藝術大学受験志望者を対象に、各科実技
試験の最も重要な課題を想定して行います。学
外生の参加も可能です。

　 春期講習会 3月下旬～4月初旬
これから実技の勉強を始めようとする人や、来春
の受験に向けスタートをしようとする人を対象に
した講習会です。初心者には用具の使い方から、
経験者にはこれからの１年間の確かな第一歩を
踏み出せるようきめ細かい指導をしていきます。

ふな美の夏期講習会は、全期で6週間にわたり、
昼間・夜間の様々なコースを各自の志望や強化
したい分野に合わせて選択・組み合わせること
ができます。 各大学の入試内容に即した課題
を取り組むことで実践的な力を養います。

    夏期講習会 7月中旬～8月下旬

入試を目前にひかえ、熱気あるムードの中でさら
なる自己の能力のステップアップを図ります。ま
た、高校1・2年生を対象とした基礎コースでは、
来年、再来年の入試を視野に入れながら基礎力
養成を目指します。

　冬期講習会 12月中旬～1月初旬                                          ※12/30～1/3は休講

　　入試直前講座 1月初旬～3月中旬　

ふな美の年間スケジュールは４月に始まり翌年３月で終了します。
要所要所に公開行事と学内行事が催されることで、
皆さんの多様な能力を育んでいきます。
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Mar

Apr

May

Jun

Jul

Aug

Sep

Oct

Nov

Dec

Jan

Mar

Feb

●推薦入試直前講座

■東京藝術大学公開実技コンクール

●私立美術大学実技コンクール

○入学式

○卒業式

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●美大入試説明会（無料）

■美術研修旅行（昼間部）

■学科基礎力診断テスト

■個別面談

■個別面談

■第一回学科実力テスト

■第二回学科実力テスト

■共通テスト模試

■共通テスト用プレテスト

■私大学科模試

私
大
入
試

藝
大
入
試

入
試
直
前
講
座

夏期講習会

冬期講習会

●第二回特待生試験

●一日体験講習（無料）

●一日体験講習（無料）

●芸大美大入試
　公開オリエンテーション

春期講習会 ●第一回特待生試験

夜特
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昼間部油画科のカリキュラム

経験の少ない人は、対象をよく観察し描く基礎力の拡充
から、受験経験者は、前年度までの分析からスタートし
ます。デッサン・油彩（静物・人物・構成など）の制作に加
え、コラージュや版画制作、美術史を学ぶ課題、自分の
作品をポートフォリオにまとめて分析するなど、アクティ
ブに組み合わせたカリキュラムで、限られた時間を密度
の高いものにしていきます。学科に心配のある人は、１学
期から夜間講座の内２日間の学科を受講しましょう。学
科講座は登録制にて、受講期間は継続して参加すること
が大切です。学力向上後は夜間実技強化講座に変更も
可能です。※学科授業日は学科ページを参照。

特別な授業と行事

松本 たま子　［千葉県立千葉女子高等学校 出身］

東京藝術大学 絵画科 油画専攻  合格   
武蔵野美術大学 油絵学科 油絵専攻　多摩美術大学 絵画学科 油画専攻   合格  

今年は、普通な自分と向き合って上手くなろうと思って一年描いてきました。油画科ではセンスとか才能とか
個性とか、そんな言葉で迷うこともあると思います。でも、大事なのは自分自身を信じて素直に描き続ける
ことです。大事なことを教えてくださった先生方と、長い間見守って支えてくれた両親に本当に感謝しています。
ありがとうございました。

観察から実感して「絵」を描く！
東京藝術大学をはじめ多くの美術大学での多様な出題に対し、
年間を通してじっくり継続することで対象への観察力や感じ取る心を育て、
積極的に「絵」で応えていける技術を身につけます。
経験豊富な講師陣との対話の中で自分自身の表現を見つけ合格をめざしましょう。

油画科 昼間部［9：30～16：30］

私大受験等で学科の心配がある人は夜間教科講座のうち2日間を夜間学科講座で英語
を中心に学習することができます。夜間実技強化講座と併用して受講できるので、バラン
スよく総合力をつけることができるでしょう。新たに学科授業時間以外にも自宅学習や
自習を効率よくサポートするため、個別の学力に対応する英語AI教材を導入いたします。

   夜間学科講座（要追加学費）

入試直前には個々の志望校に合わせ、各大学の制作時間や出題傾向を分析した
実践的な課題で個別対応しています。

   藝大・私大実技対策

   美術研修旅行［自然や人から多くを学ぶ］
5月中旬に２泊3日でスケッチ旅行を行います。自然から学び、現地で過ごす時間の中で
感じた様々な経験が、その後の絵を描くきっかけとなるでしょう。

   夜間実技強化講座（学費無料）［たくさん描いて上達する］
昼間部授業終了後も作品を描くことが出来る、ふな美ならではの無料コースです。昼間部
の課題だけでは物足りない人、基礎力アップしたい人、自分の表現を追求したい人、目的
は様々ですが、とにかくたくさん描けば上手くなります！

   校外スケッチ［取材］
アトリエ外の無限にあるモチーフから自分が表現したいテーマを探し出し絵画作品にする
課題です。屋外や博物館・動植物園などでスケッチ取材を行い、スケッチブックの内容から
キャンバスに再構成します。

    実材実習 ［多彩な技法を学ぶ］
版画（コラグラフ・ドライポイントなど）実習、キャンバス下地実習、立体制作などを経験
することで、通常のデッサン・油彩にも応用できます。

※夜間強化講座は通常授業期間では料金はかかりません。

夜間強化講座

月 火 水 木 金 土昼 間 部

［9：30～16：30］実技

［17：30～20：30］

［17：30～20：30］

選択学科

静物デッサン 「静物を描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成デッサン 「五感をテーマに描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］東京藝術大学 入試再現作品    一次素描表現 二次絵画表現

人物デッサン 「人物を描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成油彩 「色彩をテーマに静物を描きなさい。」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

構成油彩 「スケッチ取材（GW）をもとに描きなさい。」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］
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静物デッサン 「静物を描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

人物デッサン 「人物を描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成デッサン 「展示されている参考作品と自画像を組み合わせて描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成デッサン 「対象を描きなさい。（石膏の後ろに柄布）」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成油彩 「素材（箱に10種のモチーフ）との関わりを自由にスケッチし、描きなさい。」
［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

構成油彩 「色彩をテーマに静物を描きなさい。」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

構成デッサン 「五感をテーマに描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成油彩 「モチーフを描きなさい。」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

静物油彩 「絵画を描きなさい。」 ［ 油絵の具・その他 / F3０号キャンバス ］

構成油彩 「風景を描きなさい。（配布モチーフ：紙袋）」 
［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

構成油彩 「スケッチ取材（スポーツ）をもとに描きなさい。」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］
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辻川 和花　［千葉県立松戸高等学校 出身］

武蔵野美術大学 油絵学科 油絵専攻  現役合格   
多摩美術大学 絵画学科 油画専攻　女子美術大学 美術学科 洋画専攻   現役合格  

私は二年生の夏期講習で初めてふな美に来て、三年生からふな美生として正式に通い始めました。ふな美では技術面も勉強になりましたが、なにより自由
に描かせて貰えたので、楽しかったし、そうして描き続ける中で、自分らしい絵を見つけられたような気がします。ふな美では、一人一人の講評を丁寧にし
てくださいます。自分の講評は勿論のこと、他の人の講評を聞くのもとても勉強になりました。私は一般受験だったので、高校では推薦で決まっていく人も
多かった中、プレッシャーはどんどん大きくなりました。上手く描けないことに苛立ちや焦りを覚えたこともあります。そんな時も、同じ志で頑張る仲間が
側にいることで、私も頑張ろう！と前へ向けました。周りを見れば「すごい！うまい！」と思う絵がたくさんあります。自分と比べて落ち込むのではなく、
良いところを学び、自分らしい絵を描くことを止めないでください。ふな美の先生はとても優しいです。ありがとうございました。

やってみよう！の気持ちが大切！
様々な課題を通し、観察して描く基礎力や油絵に必要な道具の使用技術、
絵画表現に大切なことを身につけます。初心者でもやってみよう！の気持ちがあれば大丈夫！
経験豊富な講師陣との対話の中で、確実な実力を身につけ、東京藝術大学、多摩美術大学、
武蔵野美術大学などの難関校に現役合格をめざしましょう。

油画科 夜間部［17：30～20：30］

夜間部油画科のカリキュラム

中でも特に重視しているのが①基礎力養成課題です。将来アーティストとして羽ばたくみなさんにとって、うわべだけの試験対策ではなく、土台づくり
としての基礎力構築は、むしろ合格への近道です。

① 基礎力養成課題
受験生それぞれが持つ「個性」を大切にしつつ、
それをしっかりと作品に活かせるようにするには
基礎力が不可欠です。

②表現力応用課題
しっかりと身に付けた基礎力を発揮して、
自由に、そして自分の表現したいことを明確
に伝えるチカラを養います。

③試験対策実践課題
豊かな表現力と基礎力を試験の場で発揮できる
ように、各大学の制作時間や出題傾向を分析し
た課題で実践力を鍛えます。

夜間部油画科では、課題を大きく３つに分けて考えています。

    個別面接  一人一人に丁寧に！
個別面接を適時行っています。志望校の選択や制作についてなど、一人一人に合わせて
丁寧にアドバイスします。 通学時間や高校との両立についてなど、学院生活全般の相談に
も対応します。

   土曜学科講座（要追加学費）
希望者は通常の週6日夜間実技授業に加え、毎週土曜の英語を中心とした学科授業を申し
込むことができます。決して十分ではない学科授業時間をフォローするため、新たに学科
授業時間以外にも自宅学習や自習を効率よくサポートするため、個別の学力に対応する英語
AI教材を導入いたします。※学科の受講には、入学時の申込登録、および別途学科学費が
必要となります。 ※学科授業日は学科ページを参照。

特別な授業と行事

デッサン・油彩（静物・人物・構成）の制作に加え、コラージュや版画制作なども取り入れ
多様な課題に対応できる総合的な力を身につけます。入試直前には個々の志望校に合わ
せ、各大学の制作時間や出題傾向を分析した課題で個別対応しています。

   藝大・私大実技対策

月 火 水 木 金 土夜 間 部

［17：30～20：30］実技

［10：00～12：50］

［14：00～16：50］
選択学科

月 火 水 木 金 土基礎科受験クラス

［17：30～20：30］実技

静物デッサン 「静物を描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成デッサン 「ミラーシートを手がかりに自由に描きなさい。」 
［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

武蔵野美術大学 入試再現作品 油彩

人物デッサン 「人物を描きなさい。」 ［ 木炭・鉛筆 / 木炭紙 ］

構成油彩 「風景を描きなさい。（配布モチーフ：紙袋）」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

構成油彩 「素材（箱に10種のモチーフ）との関わりを自由にスケッチし、描きなさい。」
［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］

構成油彩 「風景を描きなさい。（配布モチーフ：紙袋）」 ［ 油絵の具・その他 / F2０号キャンバス ］
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私大受験等で学科の心配がある人は
夜間教科講座のうち2日間を夜間学科講座で英語を中心に学習することができ
ます。夜間実技強化講座と併用して受講できるので、バランスよく総合力をつける
ことができるでしょう。新たに学科授業時間以外にも自宅学習や自習を効率よく
サポートするため、個別の学力に対応する英語AI教材を導入いたします。

良い観察は良い作品を生む

基礎技術と個性を伸ばす

日野 颯太　［千葉県立幕張総合高等学校 出身］

東京藝術大学 絵画科 日本画専攻  合格   多摩美術大学 絵画学科 日本画専攻   合格  

私は高校入学と同時にふな美に通い始め、一年浪人し、計四年間ふな美にお世話になりました。基礎科では様々な画材に触れ、石膏デッ
サンや構成課題などを通じて基礎的な力をつけていきました。日本画科に行ってもその頃の経験がとても活かされています。日本画科では
より実践的なアドバイスをもらい、高三、一浪と二年の時を経て無事藝大に合格することができました。この四年間は自分にとっての青春
です。高校生活よりも長い間通い、友達もたくさんできました。時には焦りを感じて描くのが辛くなることもしばしばありました。けれどふ
な美の講師の方々の温かさに触れて、自分の絵と真剣に向き合い、成長することができました。講師や事務の皆さん、そして友達や家族に
は感謝しかありません。本当にありがとうございました。

観察 → 発見 → 実践 → 理解
ふなびの日本画ではモチーフに真摯に、そして素直に向き合うことが良い作品づくりの基本と考えています。
その意識から丁寧な観察力が身につき、本質につながる発見があり、描くモチベーションが生まれます。
毎日の制作で、その充実感を覚え「入試に選ばれるものはどういうものか」を理解でき、
結果、魅力ある作品を描く力が身につきます。

日本画科 昼間部［9：30～16：30］

写実の力を上げるのは技術です。日本画科では見たものを
そっくりに描けるようになることを求められますが、モチー
フをよく観察することや、参考作品を見るだけではなかなか
上達はしません。観察の仕方や道具の使い方、絵の構成技
術をしっかり指導するのが、ふなびの日本画です。学生一人
一人の現状を見極めながら、各自に最も適した個別に近い
カリキュラムや、問題を即解決するための面談やレクチャー
を頻繁に行っています。

目標を設定したカリキュラム

学期ごとの目標、週間目標、課題ごとの目標など全ての課題と過ごし方に意味
を持たせるために、課題前のレクチャーが頻繁に行われます。普通の予備校は
課題が終わったごとに講評会があると思いますが、ふなび日本画では、制作の
前や途中にも出題意図や、注意するポイント、各大学の出題においての対応方
法など、多角的な見方ができるように、わかりやすく指導しています。デッサン
においては、習得技術を５項目に分類してきちんとクリアできるように、課題を
決めていきます。そして、課題理解・技術習得ができているかを確認するために、
定期的に面談を行います。

１学期は作品の完成度を上げるための技術的な要素を５項目（描写、構造、陰影、
パース、構成）に分けて、それに沿った内容の課題を行っていきます。各課題目的
がはっきりしているので、各自の弱点も見つけやすいです。夏期講習では、各大学
に対応した課題を行い技術の底上げをします。
２学期は作品の充実度を上げるための課題と精神力の強化を図る課題を行い
ます。冬期講習では制作時間の無駄を無くし、各自の完成度を上げるためのカリ
キュラムを組み、独自の効果的な指導メソッドで各学生に最適な指導を心がけ
ています。試験直前期間は、各学生の体調や制作の状態を見ながら、志望校合
格に向けて調整をしていきます。以上の様な１年間無駄の無いカリキュラム構成
で確実に実力をつけていくことができます。

課題ごとに行われるレクチャー

ふなびの日本画では、受験対応はもとより、学生の個性を見極
めながら課題を決めています。試験本番に全員の実力が合格
基準に達しているように、個別のカリキュラムを構成します。制
作したすべての作品の写真を撮り、成長や弱点をいつでも確
認できるよう各自に制作ノートを作ってもらっています。また、
講師も課題のプロセスをオンライン上で共有し、各生徒の情
報を共有しています。少人数のメリットを生かして、ひとつひと
つの課題に無駄が無いよう、手厚い指導を心がけています。

   夜間学科講座（要追加学費）

※夜間強化講座は通常授業期間では料金はかかりません。

夜間強化講座

月 火 水 木 金 土昼 間 部

［9：30～16：30］実技

［17：30～20：30］

［17：30～20：30］

選択学科

静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 東京藝術大学 入試再現作品    静物着彩 石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］ 
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静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

精密着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

武蔵野美術大学 入試再現作品　人物着彩（ムービング） ［ 鉛筆・水彩絵具 / A2画用紙 ］ 静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］ 

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］ 

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］ 
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佐藤 奈々美　［千葉県立千葉高等学校 出身］

筑波大学  
芸術専門学群   現役合格

見る・感じ取る・表現する
夜間部日本画科では、見ているものをありのままに素直に表現することで、感覚や技術を高めていきます。
入試では観察や表現に丁寧さを感じさせることが大切で、そのためには画材の深い知識も必要です。
身につけた基礎力が、魅力ある作品作りを可能にし、合格への道を開きます。

日本画科 夜間部［17：30～20：30］

月 火 水 木 金 土夜 間 部

［17：30～20：30］実技

［10：00～12：50］

［14：00～16：50］
選択学科

月 火 水 木 金 土基礎科受験クラス

［17：30～20：30］実技

基礎から徹底的に指導

道具の使い方から正確な形のとり方、構図、質感、立体感、
空間感等、デッサンに必要な要素と表現力を養います。 着
彩課題では、日本画用の筆、絵の具、パレット等の準備を
丁寧にアドバイスします。一見見た目が同じような筆でも
水や絵の具の含みに違いがあり、最終的には描く時間の
差にも繋がっていきます。

授業の目的に沿ったレクチャー

基本的な技術を習得するにあたって、効率よく実力をつけるためのレクチャーを
行います。単によく見て描くなどの観念的な授業ではなく、実際に求められている
完成度や、表現するための技術を細分化して、理解をしていくためのレクチャー
となります。受験の課題には出題者の意図や、問いかけが必ず含まれています。
それらをどう解釈し、自分の表現とつなげていくにはどうしたら良いかを指導し
ていくレクチャーを行います。

一人一人の制作を個別にサポート

少人数制での環境を活かして、一人ひとりの志望校にあったカリキュラムで現役
合格を目指します。毎課題の制作過程を時間ごとに写真撮影。すべての講師が常に
その情報を共有する事で、学生の成長を完全にサポートしていきます。

土曜学科講座（要追加学費）

希望者は通常の週6日夜間実技授業に加え、毎週土曜の英語を中心とした学科授業を
申し込むことができます。決して十分ではない学科授業時間をフォローするため、新たに
学科授業時間以外にも自宅学習や自習を効率よくサポートするため、個別の学力に対応
する英語AI教材を導入いたします。※学科の受講には、入学時の申込登録、および別途
学科学費が必要となります。※学科授業日は学科ページを参照。

毎日通えない場合も柔軟に対応

高校２年生で日本画受験を決めている人や、推薦受験を考えている人、高校の部活
動等で毎日通えない場合も個々の状況に合わせて柔軟にサポートします。参考作品・
図書資料・映像資料も充実しているので、自宅学習での通信にも対応できます。まず
は学院までお問い合わせください。

静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

静物着彩 ［ 鉛筆・水彩絵具 / P20白象紙 ］ 

筑波大学 入試再現作品    静物デッサン

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］ 

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］ 
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山川 ふみ　 ［千葉県立佐倉高等学校 出身］

東京藝術大学 デザイン科 合格   
武蔵野美術大学 基礎デザイン学科  （同）工芸工業デザイン学科   多摩美術大学 生産デザイン学科 プロダクトデザイン専攻   合格

合格した時の事を忘れられません。続けてきた事がやっと報われた気持ちになり、受験生活に終止符を打てる事ができてとても嬉しく、涙が出ました。現役、一浪、
二浪と受験を続けてきて、正直藝大を諦めそうになる事もありましたが、心の奥底に、自分は絶対に藝大に行くという意志が常にありました。一喜一憂して辛くな
ることも、浪人を続けるにつれ薄れていきました。
この三年間での一番の収穫は、自分に興味を持ち、自分を知って、自分を好きになれた事です。自分自身の成長を楽しめたことはこれからの私の人生を大きく変え
ることになると思います。受験が終わった今でも、自分にはこれから何が待っているんだろうとワクワクでいっぱいです。
このような貴重な体験をさせてくださった学院の皆様、両親、仲間たちには感謝を伝えきれません。本当にありがとうございました。そしてこれからも、一緒にた
くさんのことに励んでいきましょう

好きをカタチにできる科。
デザインの分野は、あらゆる「もの」「こと」に繋がっています。今日、あなたが目にしたもの、手に触れたものは
全てがデザインされていると言っていい。何気なく見過ごしている物事にも興味を持ち、既にある概念や言葉ではなく
新しい価値を創造して”好きをカタチ”にするために、自分の感性と知性に磨きをかけて夢の扉を開きましょう！

デザイン・工芸科 昼間部
［9：30～16：30］

鉛筆デッサン

合格へのカリキュラム

藝大デザイン科の入試ではデッサン・色彩・立体構成の３課題が
出題されます。基礎的な事項を総合的に学びながら、それぞれの
課題に対して的確な答えを出せるように実践力を鍛えて入試へ万全
な体制を整えていきます。一次試験のデッサンは構成デッサンと
石膏デッサンの選択制なので、実技を通して適した選択をできるよ
うに指導します。

『的確にものを捉える為の”視る眼”を養い、捉えたものから発見をして”発想”
したことを”表現”する。』テクニックだけを身につけても本当の力にはなりませ
ん。様々な物、事から発想するための発見ができるような柔軟で豊かな感性を
養うことがデザインの「基」として求められています。多彩な課題や講師との
ディスカッションを通して、観察（視る）力・発想力・表現力を磨いて本物の「デ
ザイン力」を身につけましょう。

３つのチカラを養う

　　　　   　　      「自主性を大切に、より多く学ぶ」はふな美の想いです。昼間
部では夜間の時間帯にプラスαの学びの時間があります。デッサンの課題を中
心に、普段の授業とは違ったアプローチの課題に取り組む事で深く、広く実技
力を育成していきます。学べる機会を多くして実力に磨きをかけるふな美独自
の取り組みです。　※通常授業期間では料金はかかりません。

　　　　　　 　　　　　　　　  学力を必要とするデザイン・工芸科では、
夜間教科講座のうち2日間を夜間学科講座で英語を中心に学習することが
できます。夜間実技強化講座と併用して受講できるので、バランスよく総合力を
つけることができるでしょう。新たに学科授業時間以外にも自宅学習や自習を
効率よくサポートするため、個別の学力に対応する英語AI教材を導入します。
※学科の受講には、入学時の申込登録、および別途学科学費が必要となります。 
※学科授業日は学科ページを参照。

２つの特訓カリキュラム「夜特」と「夜間学科」● デッサン・・・的確にモチーフを把握して表現するための描写力と
観察から得たモチーフの特性を活かした構成力を養っていきます。

●色彩構成・・・基礎的な色彩の知識をしっかりと学びながら、
自分の発想・発見を的確に伝えるための描写力・構成力・表現力を
身につけます。

● 立体構成・・・立体・空間構成の基礎的な知識を学び、素材の理解・
道具の扱い方を含めて造形の基礎をしっかりと身に付けていきます。

　 表現の『基』をしっかりと学ぶ

夜間強化講座

夜間学科講座（要追加学費）

藝大デザインクラス

入試の壁を突き破るためには、冷静に実力を見極めることが
とても重要です。個々の実力を的確に分析しながら長所に磨きを
かけ、弱点を徹底的に補強します。入試対策課題に取り組みなが
ら具体的な指導で対応力を養っていきます。課題へ明解に応える
ために必要な実践的テクニックを習得して、効率的なプロセスを
構築しながら合格をつかむための『突破力』を強化していきます。

　 合格をつかむ『突破力』強化

「視るチカラ」 「発想するチカラ」 「表現するチカラ」

※夜間強化講座は通常授業期間では料金はかかりません。

夜間強化講座

月 火 水 木 金 土昼 間 部

［9：30～16：30］実技

［17：30～20：30］

［17：30～20：30］

選択学科

組石膏デッサン ［ 鉛筆 / 芸大サイズ画用紙 ］石膏デッサン ［ 鉛筆 / 芸大サイズ画用紙 ］

石膏デッサン  ［ 鉛筆 / 芸大サイズ画用紙 ］構成デッサン ［ 鉛筆 / 芸大サイズ画用紙 ］
各自の手と与えられたモチーフ（手、ストライプ布、洗剤、鉄筋リング） を組み合わせて構成デッサンしなさい。

東京藝術大学 入試再現作品 
デザイン I （色彩）
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立体構成色彩構成

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
与えられたモチーフ（ポカリ瓶・スイカ・トレーシングペーパー）から作品の主役として色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］  「鳥」をテーマとして色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
「衣」をテーマとして、与えられたモチーフ （コットンフラワー、グロリオーサ）を組み合わせて色彩構成しなさい。

立体構成 ［ 水粘土］
与えられた図版を基とした形体と模刻したモチーフ（ニンニク）を組み合わせて立体構成しなさい。

立体構成 ［ 水粘土 ］
「カタイ・ヤワラカイ」のイメージを立体構成しなさい。

立体構成 ［ 各種素材 ］
「羽」のイメージを立体構成しなさい。

立体構成 ［ 水粘土 ］
手をモチーフとして美しく造形しなさい。

立体構成 ［ 水粘土 ］
与えられたモチーフ（蛤・荒縄）を構成要素として美しく立体構成しなさい。

立体構成 ［ 各種素材 ］
「羽」のイメージを立体構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
与えられたモチーフ （アンスリウム）と自身の両手を組み合わせて色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 与えられたモチーフ  （ガーベラ・食パン・卵・クラッカー・ガラスコップ）と
任意のオノマトペ文字を組み合わせて色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
与えられた歌詞の世界を絵本の表紙として「ふたり」の文字と組み合わせて色彩構成しなさい。
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西村 海音   
［私立和洋国府台高等学校 出身］東京藝術大学 工芸科 合格   

ふな美で学んだ時間は楽しいこともたくさんありましたし、なかなか上達できずに苦しい時や悔しい
を通り越して虚無な時もありました。それでも諦めずにやって良かったです。講師陣も仲間達もみん
な個性的で温かく、皆の素敵な作品たちから毎回刺激を受けられる、そんな環境で学べたからこそ、
自分なりに頑張れたし成長できました。ここまで私を支えてくれた家族、ふな美の事務の方々、友達、
そして講師陣。こんな何を考えているか分からないような私に対して、ちゃんと向き合って下さり本
当にありがとうございました。感謝してもしきれません。ふな美はあなたのことを信じ、向き合い、
合格の為にはどうすべきかを一緒に考え、それぞれに合う指導をしてくれます。なので受験生の方も
自分を諦めずにやってみて下さい。辛い時もなるべく楽しむことが大切だと思います。最後に一つ。
ふな美、大好きー♡♡♡

新しい『かたち』を創り出す、豊かな感性と知性を磨く。
一言で工芸と言っても様々な分野があります。伝統工芸から最先端の技術を使った作品まで
多岐に渡った世界が広がっています。何気なく見過ごしている物事にも興味を持ち、既成の概念で作られた形ではなく
新しい『かたち』を創造できるように感性と知性そして『技』に磨きをかけて夢を実現させましょう。

デザイン・工芸科 昼間部
［9：30～16：30］

合格へのカリキュラム

東京藝術大学工芸科の入試ではデッサン・平面表現・立体表現の3課題が出題されます。基礎的な共通項を総合的に学びながら、それぞれの
課題に的確に応えるための実践力を鍛えて入試へ万全の体制を整えていきます。多摩美術大学工芸科の静物デッサン対策にもしっかりと対応します。

ものづくりの原点は観察です。観察して発見・発想したこと
から『かたち』をつくり出します。『的確にものを捉える眼を
養い、捉えたものから様々な発見をして、発見したことを”か
たち”にする。』技術だけを身につけても本当の力にはなりま
せん。工芸科では、新しい『かたち』をつくり出せる柔軟で
豊かな感性を養うことが求められています。多彩な課題や講
師とのディスカッションを通して「かたち作り」の基盤となる
「３つの力」を「ふなびの工芸魂」で 鍛え上げていきましょう。

観察力・発見力・表現力
　　　　   　　  　  デッサン力は全ての造形表現の「基」であり、合格に直結
する重要な要素でもあります。夜間強化講座（夜特）ではデッサン課題を中心とした
課題で徹底的にデッサン力を鍛えます。 ※通常授業期間では料金はかかりません。

　　　　　　 　　　　　　　　  学力を必要とするデザイン・工芸科では、夜間教
科講座のうち2日間を夜間学科講座で英語を中心に学習することができます。夜間実
技強化講座と併用して受講できるので、バランスよく総合力をつけることができるで
しょう。新たに学科授業時間以外にも自宅学習や自習を効率よくサポートするため、
個別の学力に対応する英語AI教材を導入します。　※学科の受講には、入学時の申
込登録、および別途学科学費が必要となります。 ※学科授業日は学科ページを参照。

２つの特訓カリキュラム「夜特」と「夜間学科」

夜間強化講座

夜間学科講座（要追加学費）

藝大工芸クラス

『何事にも臆せずに常に挑戦する。』これがふな美の
『工芸魂』です。入試対策のみに捕われず石膏塑造・動物着彩・様々な素材での
立体表現など多彩な課題にも積極的に取り組んで自分の可能性を広げていきます。

　 ふな美の『工芸魂』

● デッサン・・・正確にモチーフを把握して表現するための
描写力を養います。モチーフの質感や構造をしっかりと捉え
て描写表現できるように様々な課題に取り組んでいきます。

● 平面表現・・・基礎的な色彩の知識をしっかりと学びな
がら、自分の発想・発見を的確に伝えるための描写力・構成
力・表現力を身につけます。

● 立体表現・・・模刻力をしっかりと身につけながら、立体・
空間構成の基礎的な知識を学びます。素材の理解・道具の
扱いを含めて造形の基礎をしっかりと身につけます。

　 造形の『基』をしっかりと学ぶ
入試の壁を突き破るためには、冷静に実力を見極める事がとても重要です。個々の
実力を的確に見極めながら長所に磨きをかけ、弱点を徹底的に補強します。入試
対策課題に取り組みながら具体的な指導で対応力を養って行きます。入試に必要な
実践的な技術を習得して効率的なプロセスを構築しながら合格をつかむための
『突破力』を強化していきます。

　 合格をつかむ『突破力』強化

※夜間強化講座は通常授業期間では料金はかかりません。

夜間強化講座

月 火 水 木 金 土昼 間 部

［9：30～16：30］実技

［17：30～20：30］

［17：30～20：30］

選択学科

平面表現 ［ A2サイズ ］ 
多角形の枠を空間とし、与えられたモチーフ（サザエ・千両）を組み合わせて平面表現しなさい。

平面表現 ［ B3サイズ ］ 
任意の画面の中に、与えられたモチーフ（アジ・ユーカリの葉・アイスキューブ）と直線を組み合わせて
平面表現しなさい。

石膏+ αデッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大白象紙 ］立体表現 ［ 水粘土 ］ 
自分の手と直方体を組み合わせて自由に立体構成表現しなさい。

立体表現 ［ 水粘土 ］ 
与えられたモチーフ（ツブ貝）を模刻し、「海」のイメージの形体と組み合わせて立体表現しなさい。

東京藝術大学 入試再現作品 平面表現 立体表現
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多摩美術大学 グラフィックデザイン学科  (同)統合デザイン学科  合格 　　　　　　　　　　　　　　　   
武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科    東京造形大学 デザイン学科 グラフィックデザイン専攻領域   合格

中三の終わり頃から四年間お世話になりました。基礎科では、先生方が一から丁寧に教えて下さり、そのことが今もいきていると感
じています。デザイン・工芸科へ進んでからは、沢山失敗をしたり、なかなか上達できなかったりして辛い時間が続きました。しか
し、先生方は想像以上に私の作品をしっかり見ていてくれたし、私の飲みこみが悪くても何度も的確なアドバイスをしてくれたし、ど
んな質問でも丁寧に答えてくださりました。あとは自分がどれだけ作品に向き合えるかというところだけで、今年一年はそれが出来
たから、上手くなれたと思います。最後はとても楽しかったです。また、私は最終的には学科に救われたと思うので、安心して実技
に臨む為にも、共通テストだけでもよいので点数を伸ばし切ることも大切だと思います。最後に、今まで関わってくださった全ての
方々、本当にありがとうございました。

豊かな感性と知性で夢を実現させよう！
デザインの分野では、多様化する価値観の中で多角的な視野と柔軟な発想力が求められています。
入試課題のみの対策に捕われてしまうと真の実力が身につきません。様々なことに興味を持ち既成の概念や
作られた言葉ではなく、新しい価値を創造できるように感性と知性に磨きをかけて夢を実現させましょう。

デザイン・工芸科 昼間部
［9：30～16：30］

合格へのカリキュラム

私立美大平面・立体系クラス

私立美大の多様化した入試を突破するためには、自分の発想やイメージを明解に伝えるための「伝達力」を磨くことが大切です。正確な観察力と豊かな
発想力を養いながら、発想を作品にしていくための技術力と構成力を身につけて伝達する力を養います。

●デッサン・・・正確にモチーフを把握して表現するための描写力を養います。モチーフの
質感や構造をしっかりと描写表現できるように多彩なモチーフ・課題に取り組みます。
●色彩構成・・・基礎的な色彩の知識をしっかりと学びながら、自分の発想・発見を的確に
伝えるための描写力・構成力・表現力を身につけます。
●立体構成・・・立体・空間構成の基礎的な知識を学び、素材の理解・道具の扱い方を
含めて造形の基礎をしっかりと身につけていきます。

観察力・発見力・伝達力

　 表現の『基』をしっかりと学ぶ

私立美術大学では課題のテーマやモチーフに素直に反応して、イメージ・形・色を「発想
する力」が求められています。 そのためには、日頃から様々な事に興味をもつ事が大切です。 
机の上で考えるだけでは発想は広がりません！五感を働かせ「見て・聞いて・触って」経験し
考える事が発想の源になります。 柔軟で豊かな感性を養う事がデザインの根底で求めら
れていて、様々な課題や講師とのディスカッションを通して発想力を磨き、将来の基盤と
なる力を培っていきます。

　 発想力に磨きをかける！

デッサン課題では鉛筆での描写力を身につけながら『的確にものを
捉える観察力』を養い、構成課題では色彩の基礎的な事柄を学び
『発見した事を伝達するための構成力』を養います。課題に対して的
確に答えられるようにテクニックを学んで表現力を豊かにし、隙の
ない勉強をしていきます。

　 『発想』を『かたち』にするための
　 『デッサン力と構成力』を養う。

入試の壁を突き破るためには、冷静に実力を見極めることがとて
も重要です。私立美大入試にはそれぞれ異なる特徴があります。
個々の志望専攻に即した対策課題に取り組みながら具体的な指導
で入試への対応力を養っていきます。実践的なテクニックを身に
つけ、効率的なプロセスを構築しながら合格をつかむための
『突破力』を強化していきます。

　 合格をつかむ『突破力』強化

　　　　   　　  　　デッサン力は全ての造形表現の「基」であり、合格に
直結する重要な要素でもあります。夜間強化講座（夜特）ではデッサン課題
を中心とした課題で徹底的にデッサン力を鍛えます。 ※通常授業期間では
料金はかかりません。

　　　　　　　　  　　　　　　　学力を必要とするデザイン・工芸科では、夜間
教科講座のうち2日間を夜間学科講座で英語を中心に学習することができます。
夜間実技強化講座と併用して受講できるので、バランスよく総合力をつけることが
できるでしょう。新たに学科授業時間以外にも自宅学習や自習を効率よくサポート
するため、個別の学力に対応する英語AI教材を導入します。　※学科の受講には、
入学時の申込登録、および別途学科学費が必要となります。  ※学科授業日は学科
ページを参照。

２つの特訓カリキュラム「夜特」と「夜間学科」

夜間強化講座

夜間学科講座（要追加学費）

大森 華月   ［私立明聖高等学校 出身］

※夜間強化講座は通常授業期間では料金はかかりません。

夜間強化講座

月 火 水 木 金 土昼 間 部

［9：30～16：30］実技

［17：30～20：30］

［17：30～20：30］

選択学科

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
「鏡の中の世界」をテーマにモチーフ（ビリヤード球・ミラーシート）を構成要素として色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
躍動感をテーマに「Dynamic」の文字を配して色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 
「感覚・感情」のイメージを各自の手とモチーフ（アンスリウム）を構成要素として色彩構成しなさい。

静物デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大画用紙 ］ 静物デッサン ［ 鉛筆 / B3画用紙 ］

構成デッサン ［ 鉛筆 / B3画用紙 ］
「遊び」をテーマとして、各自の両手と与えられたモチーフ（ぬいぐるみ）を
構成デッサンしなさい。

多摩美 グラフィックデザイン学科 
入試再現作品 鉛筆デッサン

色彩構成
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色彩構成 ［ 木炭紙大 ］  『自分』をテーマとして色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］ 「空想の世界」をテーマに、
与えられたモチーフ（凸レンズ）を観察して得られた要素で色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ 木炭紙大 ］ 
『カタイ・ヤワラカイ』のイメージを色彩構成しなさい。

色彩構成 ［ 木炭紙大 ］  「植物」をテーマとして色彩構成しなさい。

静物デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大画用紙 ］ 静物デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大画用紙 ］

構成デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大画用紙 ］
与えられたモチーフ （かぼちゃ、ニンニク、鉄パイプ、バケツ）を構成デッサンしなさい。

構成デッサン ［ 鉛筆 / B3画用紙 ］
「磨く両手」を構成デッサンしなさい。

構成デッサン ［ 鉛筆 / B3画用紙 ］
「愛でる両手」を構成デッサンしなさい。

平面表現 ［ B3サイズ ］ 
カボチャをテーマに「pumpkin」の文字を配して色彩構成しなさい。

平面表現 ［ B3サイズ ］ 
与えられたモチーフ （段ボール、アルミホイル）を構成要素として
「KAIJU」の文字を配して色彩構成しなさい。

平面表現 ［ B3サイズ ］ 「躍動感」をテーマとして色彩構成しなさい。 平面表現 ［ B3サイズ ］ 
「自然」をテーマに「鳥」の文字を配して色彩構成しなさい。
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秋元 咲彩　［千葉県立幕張総合高等学校 出身］

武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科 （同）基礎デザイン学科  （同）デザイン情報学科
多摩美術大学 統合デザイン学科   東京造形大学 デザイン学科 グラフィックデザイン専攻領域
女子美術大学 デザイン・工芸学科 ヴィジュアルデザイン専攻   現役合格

私は高二の冬期講習の時にふな美に来て、その後基礎科のCクラスに入りました。そこでは主に道具の使い方などの基礎を学び、また絵
を描くことの楽しさに触れました。デザイン・工芸科に進んでからは楽しい事ばかりではありませんでした。周りの人と自分の実力に大き
な差を感じたり、良い評価をなかなかもらえなかったりと途中で諦めたくなるようなこともありました。ですが一年間最後まで頑張れたの
は、寄り添い支えて下さった先生方と互いに励まし高め合ってきた友達のおかげです。ふな美での一年間を思い返すと、つらかった事より
も休憩時間や帰り道などの楽しかった事の方が多く浮かんできます。ふな美で皆さんと出会えて本当に良かったと思います。これからこ
こで学ぶ皆さんは大変なことも多いと思いますが、適度に休みながら乗り越えて下さい！また学科も美大受験の一つの武器となるので、
手を抜かず頑張って下さい！！

夜間部
［17：30～20：30］

「基礎力」と「発想力」を育んで自分の可能性を広げていきます。 ［一学期から夏期講習］

デザイン工芸科の入試では様々な課題が出題
されます。入試対策ばかりに捉われてしまうと
真の力が身につきません。様々な課題を通して
造形表現の「基」をしっかりと学び自分の可能性
を広げましょう。

その都度、個別面談をおこなって個々の状況を把握しながら志望校や
課題についての疑問に応えていきます。

●  デッサン・・・ものを視る力・描く力を養います。　

●  色彩構成・・・発想・発見を的確に伝えるための「色彩感覚」「構成力」「表現力」を養います。

●  立体構成・・・素材の理解・道具の扱い方を含めて、「模刻力」「造形力」「表現力」を養います。

希望者は通常の週6日夜間実技授業に加え、毎週土曜の英語を中心とした学科授
業を申し込むことができます。決して十分ではない学科授業時間をフォローするた
め、新たに学科授業時間以外にも自宅学習や自習を効率よくサポートするため、個
別の学力に対応する英語AI教材を導入いたします。※学科の受講には、入学時の申
込登録、および別途学科学費が必要となります。※学科授業日は学科ページを参照。

土曜学科講座（要追加学費） 

『的確にものを捉える為の”視る眼”を養い、捉えたものから発見をし
て、”発想”したことを”表現”する。』テクニックだけを身につけても本当
の力にはなりません。様々な物、事から発想するための”発見”ができる
ような柔軟で豊かな感性を養うことがデザイン・工芸科では求められ
ています。様々な課題や講師とのディスカッションを通して、観察（視
る）力・発想力・ 表現力を養っていきましょう。

３つのチカラを養う
「視るチカラ」「発想するチカラ」「表現するチカラ」

　 造形の『基』をしっかりと学ぶ

　 春・夏・秋・冬の面談
ある程度実力の付いた段階で、昼間部夜間実技強化講座と課題をリンクさせたり、高校
が休みの日に昼間部と合同コンクールを行います。夜間部の新鮮な「発想」と昼間部
の「技術力・対応力」を相互に影響させながら高いレベルの中で入試の実践課題に取
り組んでいくことで、総合的なレベルUPを目指します。

　 昼間部と指導連携

現役合格するための柔軟なカリキュラムで「突破力」を身につけます。 ［二学期・公開実技コンクール］

入試を攻略するには、客観的に実力を見極める事が重要です。夏期講習以降は的確な実力分析と具体的な指導で、長所に磨きをかけ弱点を補強して
課題への対応力を養います。実践的なテクニックを身につけて効率的なプロセスを構築しながら合格をつかむための「突破力」を強化していきます。

実力・志望校に合わせて、選択課題で効率的に「合格力」を養います。 ［冬期講習から三学期（入試直前講座）］

実力や志望校は個々によって異なります。様 な々入試課題に選択課題で対応しながら、実践的な力を養い合格を目指します。

個性を活かして自由な発想で可能性を開拓しよう！
デザインの分野では多様化する価値観の中で多角的な視野と柔軟な発想力が求められています。
自分の可能性を広げて目標を見極めながら、何気なく見過ごしている物事にも興味を持ち、既成の概念や作られた
言葉ではなく新しい価値を創造できるように自分の感性と知性に磨きをかけて夢を実現させましょう。

デザイン・工芸科
藝大・私大総合クラス

月 火 水 木 金 土夜 間 部

［17：30～20：30］実技

［10：00～12：50］

［14：00～16：50］
選択学科

月 火 水 木 金 土基礎科受験クラス

［17：30～20：30］実技

武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科 入試再現作品
デザイン

立体構成 ［ 水粘土 ］  「変化」のイメージを立体構成しなさい。

色彩構成 ［ B3サイズ ］   与えられたモチーフ（ガーベラ・アクリル棒）を
用いて美しく色彩構成しなさい。

平面表現 ［ B3サイズ ］  与えられたモチーフ （カーネーション、毛糸玉、
うずらの卵）を組み合わせて平面表現しなさい。

平面表現 ［ B3サイズ ］ 
与えられたモチーフ （レモン）と「スッパイ」の文字と組み合わせて平面表現しなさい。

石膏デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大画用紙 ］

構成デッサン ［ 鉛筆 / 芸大サイズ画用紙 ］ 与えられたモチーフ（毛糸玉、スキレット、動物のり）を
手と組み合わせて構成デッサンしなさい。
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総合受験部の対象学生   限られた時間だからこそ、１日でも早くスタートしよう。

総合受験部のカリキュラム

   国公立大志望で学科のウェイトが高い人

竹内 雪菜　［千葉県立津田沼高等学校 出身］

東京学芸大学 学校教員養成課程 Ｂ類美術   現役合格

私は2025年度、東京学芸大学教育学部のB類美術コースに合格しました。実技課題として石膏デッサンがあったため、高３からふなびに通い、基礎力と表
現力を鍛えました。ふなびでは石膏デッサンだけでなく、卓上デッサンや静物デッサンにも取り組み、一般入試に向けての勉強も大切だったので、週2日で通
いました。受験直前は試験時間、試験の傾向に合わせた実技制作を練習しました。合格の鍵は、日々の積み重ねと、講師や周囲のサポートに感謝する心だと
思います。初めは2日間あっても描き終えることが出来なかった私が、コツコツ努力することで2時間で完成させることが出来るようになれました。これから受
験する皆さんも、自分を信じて努力を続けてください！

週末中心の実技で合格をめざす！
多種多様な実技試験への対応や、様々な学生の通学環境に応えるため、総合受験部は週末を中心とした授業日に
４つの科を設置しています。共通テスト対策との両立が必要な大学、独自の実技課題を課す一般大学などへの個別対策に加え、
近年注目されている総合型選抜や学校推薦型選抜への対策まできめ細かく対応しています。
また、部活動との両立や遠隔地通学など、個々の状況に合わせた受験対策、ポイントを押さえた指導を行なっていきます。

   遠隔地で日曜しか通えない人

   部活動で特定日しか通えない人

   技術よりもアイデアや個性を活かして受験する人

2025年度入試共通テストより「情報Ⅰ」が教科として新設されました。
今まで5教科以上を課していた大学では概ね「情報Ⅰ」が必修化されます
ので、より共通テスト対策に時間を割かれることになります。共通テスト
対策と実技対策を両立するためには週末を中心としたクラスでバランス
よく準備する必要があります。また東京藝術大学建築科や筑波大学芸術
専門学群においては他の国公立大学と比べて実技のウエイトが高い
ので、早めに準備をスタートすることも大切です。

できれば油画・日本画・デザイン工芸各科の夜間部週６日授業に通いたいが、部活動があるため通えな
いという人も、最短週１日から対策を始めることが可能です。日曜日に部活がある場合は平日週２日夜間
通学からスタートすると良いでしょう。６月前後で部活が終了する場合は、油画・日本画・デザイン工芸
の各科週６日通学へ切り替える手続きも可能です。１日でも早く受験対策を始めることが重要です。

片道一時間半以上を要する地域の皆さんは、高校との両立を考えた
場合、なかなか夜間部に在籍して週6日通うことが難しいと思います。普
段は日曜の実技でポイントを掴み、夏期講習や冬期講習でなるべく多く
受講することで受験の対策が可能です。学生会館等の手配に加え、本学
独自の講習会費宿泊割引制度や入学時総合受験部を対象とした遠隔
地特待制度も活用して志望校を目指しましょう。

油画・日本画・デザイン工芸といった週6日通学で技術的な実力をつけるよりも、アイデアや個々に異
なる自己制作の方が有効な美大受験も存在します。ウィークデーはインプットに充て、日曜受講時にア
ウトプットするリズムを作ることで、学科の勉強とのバランスも含め効率的に芸大美大合格を目指しま
す。東京藝術大学の先端芸術表現科や私立美大の映像系が該当します。

勉強や部活とのバランスを取りながらも、実技力を早めに伸ばすのに必要な時間
数を効率よく確保しています。講師と進路相談する時間も多く取れます。
（科ごとに授業の曜日が異なりますので注意してください。）

総合受験部のクラス 総合受験部の対応４科

鉛筆や木炭でのデッサンを中心に、油
画／日本画等の絵画系学科や教育学
部の対策を行います。各期講習会では、
本学の油画科・日本画科との連携で実
技力のアップをはかります。

絵画科 
P34へ

総合受験部

各種デッサンに加えて、平面構成等の
絵の具を使った美大実技や工学部系デ
ザインにも対応します。絵画系同様、各
期講習会でデザイン・工芸科のコースに
参加することができます。

P35へ

デザイン科 
総合受験部

東京藝術大学建築科をはじめ、私立美
術大学建築系から早稲田大学創造理
工学部等、理工系建築学科の実技まで
ポイントを押さえた対応が可能です。建築科 

P40へ

総合受験部

東京藝術大学先端芸術表現科をはじ
めとして、武蔵野美術大学映像学科等
の映像・アニメーション系の入試実技
に対応した実習を行います。小論文等
文章実技の対策も可能です。

先端芸術
・映像科 P36へ

総合受験部

いつでも選択日の変更が可能

　全授業日選択（全科） 週４単位

遠隔地で週末しか通えない人、学科重視の国公立志望で平日は学科の予備校・
塾が忙しい人に適しています。１日6時間実習で効率優先のカリキュラムです。

◆ 日曜選択（全科） 週２単位

日曜日に部活動や学科の予備校があって通えない人、夜間の授業の方が都合の
良い人に適した選択です。日曜選択と比較して基礎力向上にウエイトをおいたカ
リキュラムで、実技力のレベルアップを目指します。

◆ 夜間平日選択（絵画・デザイン・先端映像 各科） 週２単位

1日6時間実習で、土曜日午前に高校の
授業がある人でも通える時間設定に
なっています。週1日で効率よく学べる
カリキュラムです。

◆ 土曜日選択（建築科） 週２単位

総合受験部 過去16年間の合格実績 （絵画・デザイン）

建築先端・映像絵画 デザイン 建築先端・映像絵画 デザイン

日(午前)
　　　

日(午後)
　　　

建築 建築

土(午後)
　　　

土(夜間)
　　　

絵画 絵画

建築 建築 建築

デザイン デザイン

絵画

デザイン

先端・映像 先端・映像 先端・映像

建築

絵画

デザイン

先端・映像

火(夜間） 日(午前)
　　　

日(午後)
　　　

土(午後)
　　　

土(夜間)
　　　

水 (夜間）　　　木(夜間） 金 (夜間）

絵画 デザイン絵画 デザイン先端・映像 先端・映像

火(夜間） 水 (夜間）　　 木(夜間） 金 (夜間）

高校生・高校卒業生 対象

実技授業　 火・水（17:30～20:30） 先端芸術・映像

 木・金（17:30～20:30） 絵画・デザイン

　  土（14:00～20:30） 建築

　  日（ 9 :30～16:30） 全科

先端芸術・映像
絵画 デザイン 建築

月 火 水 木 金 土 日総合受験部
［ 9：30～12：30］

実技
［14：00～17：00］

［13：30～16：30］

［17：30～20：30］

全科

絵画

デザイン

先端・映像

建築 日本大学芸術学部
横浜美術大学
東京工科大学 

東京都立大学
沖縄県立芸術大学
富山大学
長岡造形大学
秋田公立美術大学　
等、国公立大学 合格 京都造形芸術大学・東北芸術工科大学

神戸芸術工科大学・東京家政大学
共立女子大学・玉川大学・東海大学　
等、私立大学合格　　
桑沢デザイン専門学校 合格   

筑波大学
千葉大学
東京学芸大学

49名
34名
15 名

39名
83名
32名
77名
66名
11名
1１名

多摩美術大学
武蔵野美術大学
東京造形大学
女子美術大学（短期含）

静物デッサン ［ 鉛筆 / 木炭紙大画用紙 ］ 構成デッサン ［ 鉛筆 / B3画用紙 ］

構成課題 ［ 鉛筆 / A3画用紙 ］

平面構成  ［ B3ケント紙 ］  筑波大デザイン系対策

東京学芸大学 入試再現作品    
石膏デッサン （学校推薦型選抜） 

32 FEW DAYS CLASS 33FEW DAYS CLASS



◯ 筑波大学 芸術専門学群 芸術系領域　　　　
◯ 東京学芸大学 教育学部 美術専攻　　　　　
◯ 千葉大学 教育学部 図画工作・美術科教育分野
◯ 金沢美術工芸大学 美術科　　　　　　　　
◯ 秋田公立美術大学　　　　　　　　　　　　
◯ 長岡造形大学 美術・工芸学科　

 所定の手続きを行うことで 年の途中から 週1日（日） → 週2日（夜間） → 週３日（木・金・日） → 週6日（夜間部・昼間部）への変更も可能です。

◯ 武蔵野美術大学 グラフィックアーツ専攻　
◯ 東京造形大学 美術学科　　　　　　　　
◯ 女子美術大学 洋画専攻　　　　　　　　
◯ 日本大学芸術学部 美術学科　　　　　　
◯ 横浜美術大学　　　　　　　　　　　　
◯ 東北芸術工科大学 美術科

主な志望校・志望学科で科を選ぼう 主な志望校・志望学科で科を選ぼう

国
公
立
大

私
立
美
術
系

絵画科 デザイン科 

   １学期は基礎デッサン力を身につけよう
国公立美術教育系・私立美術系ともに入試において重要なのは基礎デッサン力です。したがって、
１学期は石膏デッサンや静物デッサンなどの基本課題を中心に基本的な構図の取り方や、
描写力の育成に努めます。絵画科では木炭デッサンの実習も可能です。また、東京藝大や私立
美術大学で着彩試験を必要とするみなさんは、なるべく早い段階で週6日通学に切り替えると
良いでしょう。転部の時期や夏期講習の相談は１学期中に面接をしながらサポートします。

   夏期講習以降は志望校別対策へ
夏期講習以降は、それぞれの志望校試験課題を前提とした個別カリキュラムにしたがって実習して
いきます。総合型選抜、学校推薦型選抜志望の受験生はもう入試直前ですので、時間対応やポート
フォリオ作成、面接練習などきめ細やかに対応します。総合受験部は2学期で授業が終了します。

 ３学期は入試直前講座でラストスパート！　
年明けの大学入試共通テスト終了後「入試直前講座」
を開講します。本講座は１日単位で受講申込が可能
で、なおかつ完全個別対応ですから、自分の志望校の
試験内容や受験日程に合わせてカリキュラムを調整で
きます。また、高校の自由登校に合わせて平日の授業
時間を夜間３時間から昼間６時間に変更します。国公
立総合大学美術系・教育系分野、私立美大のデッサン
系実技等幅広く対応します。（別途申込・追加分の受
講料が必要です）

選択夜間C・日曜Bクラス

総合Aクラス

 所定の手続きを行うことで 年の途中から 週1日（日） → 週2日（夜間） → 週３日（木・金・日） → 週6日（夜間部・昼間部）への変更も可能です。

選択夜間C・日曜Bクラス

総合Aクラス

◯ 筑波大学 芸術専門学群 デザイン系領域
◯ 千葉大学 工学部  デザインコース（総合型選抜）　　
◯ 東京都立大学 システムデザイン学部 インダストリアルアート学科
◯ 金沢美術工芸大学 デザイン科　　　
◯ 長岡造形大学 デザイン科　　
◯ 富山大学 芸術文化学部

◯ 武蔵野美術大学 デザイン情報学科　　
◯ 多摩美術大学 情報デザイン学科　　
◯ 東京造形大学 デザイン系各科　　　
◯ 女子美術大学 アート・デザイン表現学科　　
◯ 日本大学 芸術学部 デザイン学科　　
◯ 横浜美術大学　◯ 東北芸術工科大学 デザイン系各科

国
公
立
大

私
立
美
術
系

   １学期は基礎デッサン力を身につけよう
デザイン系では国公立・私立美術大学ともデッサン力が最重要といえます。1学期は鉛筆デッサンを
中心に、志望校により色彩の課題も取り組みます。東京芸術大学や5美大を目指す受験生は、遅くと
も夏期講習会からはデザイン・工芸科（週6日クラス）で対策しましょう。また共通テストの科目数が
多い大学を志望する受験生は、早い時期に学力を安定させ、入試直前に実技対策がおろそかになら
ないようにバランスよく学習しましょう。

   夏期講習以降は志望校別対策へ
夏期講習会からは個別入試対策が中心となります。国公立志望の受験生は共通テスト対策との
バランスを考えて実技対策します。総合型選抜や学校推薦型選抜志望の受験生はポートフォリオ
や事前課題の作成など志望校によって準備の仕方が大きく違います。それぞれの志望校に必要
な準備を理解して進めることが大切です。絵画科と同様2学期で通常授業は終了です。

   入試直前講座で試験に強くなる！
総合受験部デザイン科の通常授業は推薦入試対
策をメインとして２学期で終了しますが、一般入
試対策は共通テスト終了後、「入試直前講座」で追
加受講できます。通常授業同様個別対応のため、
きめこまやかで実践的な対策が可能です。また、
１日単位の受講申込が可能なため、試験内容や受
験日程に合わせて受講が可能です。国公立総合大
学デザイン系・理工系デザイン分野、私立美大
デッザン系実技に対応します。（別途申込・追加分
の受講料が必要です）

［総合受験部］ ［総合受験部］

志
望
校
合
格

志
望
校
合
格

木・金（1７:３0～20:30）/日（9:30～16:30）
※全日［木・金・日（週３日）］ または［木・金（週2日）］or ［日（週1日）］ 選択   在学期間4～12月 
以後は冬期講習、入試直前講座での対応となります。 高校生・高校卒業生対象

実技授業
木・金（1７:３0～20:30）/日（9:30～16:30）
※全日［木・金・日（週３日）］ または［木・金（週2日）］or ［日（週1日）］ 選択   在学期間4～12月 
以後は冬期講習、入試直前講座での対応となります。 高校生・高校卒業生対象

実技授業月 火 水 木 金 土 日総合受験部 絵画科

［ 9：30～12：30］

実技 ［13：30～16：30］

［17：30～20：30］

月 火 水 木 金 土 日総合受験部 デザイン科

［ 9：30～12：30］

実技 ［13：30～16：30］

［17：30～20：30］

夜間部各科 夜間部各科

4月 6月 8月 9月 12月 1月 2月 3月 4月 6月 8月 9月 12月 1月 2月 3月

冬
期
講
習

夏期講習
冬
期
講
習

夏期講習

夏期講習

入
試
直
前
講
座

例：藝大美大志望         

例：国公立・私大併願  

例：国公立志望・遠隔  

 運動部で大会の終わる6月まで総合Aクラスで通学し、大会終了後は週6日の夜間部各科へ転部する。

 前期は勉強にウェイトを置き選択夜間C・日曜Bクラスで通学、学力の安定した後期に一段階クラスを上げて実習量を増やし、実技力を充実させる。

 遠隔地のため通えるのは日曜のみ。学科に重心を置いて、講習会時・入試直前に宿泊施設を利用して実技集中対策をする。

夏期講習

入
試
直
前
講
座

例：藝大美大志望         

例：国公立・私大併願  

例：国公立志望・遠隔  

 運動部で大会の終わる6月まで総合Aクラスで通学し、大会終了後は週6日の夜間部各科へ転部する。

 前期は勉強にウェイトを置き選択夜間C・日曜Bクラスで通学、学力の安定した後期に一段階クラスを上げて実習量を増やし、実技力を充実させる。

 遠隔地のため通えるのは日曜のみ。学科に重心を置いて、講習会時・入試直前に宿泊施設を利用して実技集中対策をする。

蒲 美月　［千葉県立船橋高等学校 出身］

筑波大学 芸術専門学群   現役合格　武蔵野美術大学 映像学科   現役合格

ふな美に通い始めたのは高三の五月からで、そこから十二月まで木・金の週二日で描いていました。周りには日曜の授業も取って
いる人が多かったですが、私は学科でよりアドバンテージを取るのを狙っていたので、勉強に時間をかけるようにしました。ふな
美のない冬休み～共通テストの間は手のクロッキーだけ続けていましたが、共通テスト後最初の授業では全然描けなくなってい
て、かなり焦ったのを覚えています。先生方の的確な指導のおかげで、一ヶ月のうちにデッサンも平面構成もなんとか勝負できる
ところまで持っていくことができました。先生方からはそれぞれの課題に沿ったアドバイスだけでなく、どんな絵でも意識する
べき基礎的なポイントもたくさん教えていただきました。ふな美で学んだことは大学やさらにその先でも大事にしていこうと思い
ます。先生方、一年間ありがとうございました！

鉛筆や木炭でのデッサンを中心に、油画・日本画等の絵画系学科の対策を行います。
各期講習会では、本学の油画・日本画科との連携で実技力のアップをはかります。

各種デッサンに加えて、平面構成等の絵の具を使った実技にも対応します。
絵画科同様、各期講習会でデザイン・工芸科のコースに参加することができます。

前島 愛   ［千葉県立長生高等学校 出身］

千葉大学 学校教員養成課程 小中専門教科コース 
　　　　図画工作・美術教育分野   現役合格

私が千葉大学に合格できたのは一人で頑張り過ぎなかったからだと思います。ふな美では授業の最後に講評をやります。その時に
同じ課題をやっていた人と見比べ自分に足りない部分を見つけたり、自分以外の人へのアドバイスを聞いて自分の作品にもあてはまる
部分を発見したりすることができました。それに加えて、ふな美の先生方はいつも優しく困っていた時には実際に描いて教えてくだ
さったおかげで、描く手順などを見て理解することができ、とても分かりやすかったです。また、ふな美では高校にはないような様々
なモチーフを描くことができました。過去の入試データも多くあり、それに基づいて面接の美術史の部分なども指導してくださいました。
一人だけだとこれらを経験することは難しいと思いますが、私はこの経験があったからこそ合格できたと思います。ふな美の先生方、
ありがとうございました。

千葉大学 入試再現作品   卓上デッサン 筑波大学 一般入試 
入試再現作品   平面構成

構成デッサン
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 デッサン基礎力はオールレンジの対策
藝大先端芸術表現科の一次試験ではデッサンが選択でき、武蔵野美大映像科の
試験も小論文の代わりに鉛筆デッサンが選択できます。また、共通実技試験でデッ
サンのみで受験できる大学も数多くありますので、デッサン基礎力をつけておくこと
は、まさに全方位的な対策となります。必要に応じて総合受験部デザイン科との連携
でデッサン力を強化できます。日曜日には科の特色である文章課題や感覚テスト等を
中心として実習します。

 現役合格のための集中カリキュラム
課題の条件や意図を的確に捉え、制限時間内に作品を仕上げることは入試を突
破する上で必須のスキルとなります。ふな美では、時間をかけ丁寧に課題内容を
読解し、対応していく力を育てるシーズンと、試験日と同様の時間割で制限時間
を意識した作品制作を可能とするトレーニングを積むシーズンを分け、一年を
通してメリハリのある授業を展開しています。特に入試直前講座（要申込み）で
は、１日6時間程度実習できる授業形態となりますので、連続集中で実技力を向
上させます。前日に指摘されたことを当日に改善し克服する、そのサイクルは2学
期までの倍以上の速度で実行されます。試験日当日、確実に試験に対応できるよう
に備える授業形態は、多くの生徒が一年で結果を出すことにつながっています。
※共通テスト終了後は各高校の自由登校に合わせ、授業時間帯を原則午前午後
に変更します。入試直前講座は別途申込み・追加分の受講料が必要です。

 土曜学科講座（要追加学費）
武蔵野美術大学映像学科が学部改組で造形構想学部となって以降、学科の
難易度が大幅に上がりました。土曜学科講座のみでは十分とは言えませんが、
付属する英語AI 教材を活用することで、自宅学習や自習が効率的に行えます。
実技と時間が重複しない曜日設定なので、不安のある人は土曜学科に申し込み
ましょう。※学科の受講には、入学時の申込登録、および別途学科学費が必要と
なります。※学科授業日は学科ページを参照。

 多角的なアプローチで アイデアを出す力を育てる
身体を使い五感を働かせて得た自分の発見に対して観察と分析をする授業を
通じ、試験課題に取り組むための「材料を集める力」を育てます。現代美術も
映像も既存のフォーマットに収まり続けるものではなく、日々進化しています。
これからあなたが学ぼうとしている表現方法の新たな側面と出会うことができ
るよう、美術や映像の過去を振り返ったり近年の作品を鑑賞したりする課題を
設けています。

先端芸術表現科及び映像科の試験では、自分のアイデアや考えを視覚表現として形にして言葉で表す力が問われます。どんな言葉
を使い、どんな順番で語り、どんな絵を描けば作品が見る人に伝わるのか。講師との対話に限らず、時には生徒同士の対話を通じ
てトライアンドエラーを繰り返しあなたの伝える力を磨きます。

自分のやりたい表現とは一体どんなものか。作品にするために必要なことは何か。先端芸術・映像科では、これらの問いかけを出発点として講師の
サポートのもと、生徒一人一人に寄り添いながらあなたの中にある想像やイメージを具体的に作品にしていくことができます。例えば、個人制作の
課題では、自分が無意識に関心が向いている事柄や自分の作品の特徴に気づく格好の機会となります。このことは、その後の試験対策において自分
の作品の強みに自覚的になり制作をすることに繋がっていきます。特に、先端芸術表現科の入試では自分の履歴や活動について紹介する「個人資料
ファイル」の提出が課されています。ふな美の個別課題では、入試傾向を熟知した講師によるアドバイスを受けながら時間をかけて自分の作品を
ブラッシュアップしていくことができます。

先端芸術・映像科［総合受験部］

イメージデッサン課題

主に、武蔵野美術大学映像学科の感覚テストの対策として出題される課題です。この
試験では、出題に沿った映像的なイメージを絵として画用紙に描き、文章で描写する
力が問われます。ふな美の授業では、映像鑑賞や実写制作等の特別課題を実施する
ことによって、カメラワークに付随する映像的効果や特徴について学ぶことができま
す。カメラがもつメディアの特徴を知ることは、この試験がカメラ越しの描写であると
いう実感に繋がり、感覚テストの試験で評価される映像的効果を意識した作品として
仕上げることを可能にします。また、鉛筆・色鉛筆、パステルといった画材に順応して
いく訓練も必要です。ふな美では、過去に制作された先輩たちの作品の現物を手元に
見ながら、短い制限時間に対応する効率的な制作手順について模索していくことが
できます。

「他人に伝える力」を磨く

個別課題

◯ 東京藝術大学 先端芸術表現科

◯ 武蔵野美術大学  映像学科・芸術文化学科
　　　　　　　　　デザイン情報学科 
◯ 多摩美術大学 芸術学科 
◯ 東京造形大学 映画・映像学科 写真学科 
◯ 東京工芸大学 映像学科 写真学科 
◯ 女子美術大学 アート・デザイン表現学科　
◯ 日本大学 芸術学部 映画学校・放送学科 
◯ 横浜美術大学 （V・C系） 

国公立大

私立美術系

主な志望校

火・水（1７:３0～20:30）/日（9:30～16:30）
※全日［火・水・日（週３日）］ または［火・水（週2日）］or ［日（週1日）］ 選択   在学期間4～12月 
以後は冬期講習、入試直前講座での対応となります。 高校生・高校卒業生対象

実技授業月 火 水 木 金 土 日総合受験部 先端芸術・映像科

［ 9：30～12：30］

実技 ［13：30～16：30］

［17：30～20：30］

東京藝術大学先端芸術表現科をはじめとして、武蔵野美術大学映像学科等の
映像／アニメーション系の入試実技に対応した実習を行います。 小論文等文章実技の対策も可能です。

藤原 知優   ［千葉県立松戸国際高等学校 出身］
私がふな美に入ったのは、浪人の六月頃でした。現役時代は一般大学に絞っていたので、浪人
のこの時期に入るのは周りに比べて遅れをとっていたと思います。ましてや、まともに絵を描い
たことがなかったので、初めの方は何をしたら良いのか分からず、手が止まってしまうことが多
かったです。そんな私にも講師の方々は一から丁寧に教えて下さり、どんな質問でも答えてくれ
ました。入試対策だけでなく、作品制作や映画鑑賞の授業もあり、自分が見たことのない作品
に触れる機会はとても糧になったと思います。入試直前まで時間内に感覚テストが終わらない
ことがほとんどでしたが、最後まで諦めずに取り組み、合格することができました。浪人は孤独
の戦だと思いましたが、講師の方々や仲間と話すことで気を紛らわすことができ、楽しく通えま
した。どんなことを始めるにも遅すぎるということはないので、迷っている方は是非、一度ふな
美に足を運んで見てください！！！！

武蔵野美術大学 映像学科   合格　 
東京工芸大学 映像学科   合格

素描課題 「『光』をテーマとし、画用紙上にあなたを描きなさい。」

武蔵野美術大学 入試対策  感覚テスト  参考作品
 「『午後2時』という言葉から想起する映像のイメージを絵と文章で表現しなさい。」

武蔵野美術大学 映像学科 入試再現作品   感覚テスト
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ポートフォリオの作成に必要なPCや撮影機材、各種ソフトなど
が揃えられており、編集のための環境が整えられています。
ポートフォリオの提出形態の中には、新たに自主制作をして
資料にまとめなくてはならないケースもあります。ふな美では、
あなたが志望する大学や専攻したい科に合わせ、過去の作例
を参照し適切なアドバイスを受けながら編集を進めることが
可能です。

 日本大学 芸術学部 デザイン学科  合格作例

紙風船をモチーフに飴のパッケージデザインを考えた。
試行錯誤しながら立体的な形の構造を分析し素材や形成過程について粘り強く取り組む姿勢が誌面からよく伝わってくる。

 日本大学 芸術学部 演劇学科  合格作例
物語の世界観を伝える舞台美術デザインを考案した。実制作した模型やイメージ図、説明文を掲載し場面転換の際のセット移動や役者の動線
などを具体的に考えていることがよくわかる内容となっている。

 桑沢デザイン研究所  合格作例

ペンをキャラクター化することによって製品の使い心地や機能を視覚的に伝えている。
自分の得意分野を活かしたキャラクターデザインが製品のアピールとして成立することを提示できた。

夏期ポートフォリオコース

昨今、美術大学の入試において総合型選抜(AO)や学校推薦
(推薦) は数多くの形式で実施されています。早期に志望大学入
学のチャンスを得られるものとして、出願条件を満たす学生に
とっては定番の受験方法となりつつあります。「志望理由」や「現
在までにあなたが意欲的に取り組んだこと」は多くの大学でよ
く質問される項目になります。ふな美ではそのような項目に答
えられるよう、個別面談によって必要な掘り下げを行い提出資
料に記載するべき情報を整理してサポートしていきます。またこ
のような細やかなヒアリングは生徒それぞれが持つ個性や強
みを引き出すことに繋がりますので、ポートフォリオ資料作成
の際の指標ともなり、大学に提出する資料全ての内容に一貫
性を持たせることができます。

ポートフォリオの完成まで

充実した編集環境

高校の授業や予備校で制作した作品の日付やタイトルなどの
記録を残し、きちんと管理しておくことで、ポートフォリオの資
料に入れることができます。また、これまでの学生生活で特に
力を入れたこと、例えば部活動や大会の活動を示すものもあな
たをアピールする要素となります。ポートフォリオを作る時に
大切なのは、あなたがどんな人物か、どんなことに関心があり、
どんなことをしてきたのかが視覚的に伝わるようにすること
です。自分の学生生活を振り返りながら、早い時期から準備する
ことで、ポートフォリオの完成度と内容の充実度を上げること
ができます。

物語から想起される架空のシーンをCGで制作した。段ボール製のロボットを作ってコマ撮りし、舞台となる自作の背景CGと合成することによりアニメーションを完成させた。トライアンドエラ
ーの過程を含めた制作時の「失敗からの気づき」も細かくレポートしている。

※映像系以外の学科・専攻は他科との連携が必要となることがあります。

○ 筑波大学 芸術専門学群
○ 武蔵野美術大学
　・映像学科  ・工芸工業デザイン学科  ・空間演出デザイン学科
○ 多摩美術大学
　・絵画学科・演劇舞踊デザイン学科
○ 東京造形大学
　・美術学科彫刻学科  ・デザイン学科写真専攻  ・デザイン学科アニメーション専攻
　・デザイン学科メディアデザイン専攻  ・デザイン学科インダストリアルデザイン専攻
　・デザイン学科グラフィックデザイン専攻  ・デザイン学科テキスタイルデザイン専攻
　　　　　　　

○ 女子美術大学
　・美術学科洋画専攻  ・美術学科美術教育専攻
　・アート・デザイン表現学科 メディア表現専攻
　・アート・デザイン表現学科 ヒーリング専攻
　・デザイン・工芸学科 ヴィジュアルデザイン専攻
○ 日本大学芸術学部
　・デザイン学科  ・演劇学科舞台美術コース
○ 東京工芸大学芸術学部
　・写真学科  ・映像学科  ・デザイン学科
　・アニメーション学科  ・ゲーム学科

合格実績
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東京藝術大学 建築科
筑波大学 芸術専門学群 建築デザイン領域

武蔵野美術大学 建築学科
多摩美術大学 環境デザイン学科
東京造形大学 室内建築専攻
東北芸術 工科大学 デザイン工学部

［芸大美大系］ 国公立大

［芸大美大系］ 私立大学

［工学部系］ 国公立大

［工学部系］ 私立大学

横浜国立大学 建築学科AO
宇都宮大学 地域デザイン科学部
京都工芸繊維大学 造形科学域

早稲田大学 創造理工学部
千葉工業大学 創造工学部

 学科と実技のバランス伝授
建築系学科の入試では、工学系だけではなく、芸大・美術系大学
でも十分な学科の力が要求されます。学科の勉強だけ、あるい
は実技の勉強がメインの他科の入試とは違い実技と学科を両
立させて受験準備を進める必要があります。本科では、個別の
面談を通してそのためのノウハウを伝授します。

建築科で身につけるべき観察力と表現力、すべての基礎となります。
建築科では椅子などの家具をはじめとする工業製品や各種素材
をモチーフにして、特にパース、距離感といった空間的な表現
に重点をおいてデッサンの基礎を習得します。

静物デッサン（建築系モチーフ）

   少人数・個別指導による高い合格率
都内大手を上回る合格結果は、徹底した少人数制・個別指導
の成せる技です。ただし、比較対象人数が少ないためデッサンカ
の向上等、基礎力の養成には一定の人数の中で切磋琢磨する環
境も必要です。日曜日は建築写生や空間構成など建築科ならでは
の課題を多く実習していきます。

   ２学期は、綿密な志望校対策で効率よく実習
2学期は1学期で養ったデッサンカを各志望校別の課題に活かせるよう、個別の志望校対
策を綿密に行っていきます。大学入学共通テスト等、学科の対策も重要時期なので、両立が
できるよう担当講師と受講日程の調整をしながら効率良く実習します。各大学の各大学の総
合型選抜（AO）や学校推薦（推薦）入試を受ける場合は、最重要の対策期間となります。

   実技・学科両試験に向けて最終調整
３学期は共通テスト終了後に入試直前講座として授業を開始し、各大学の過去問題等を実
習しながら試験時間の対応力をつけていきます。共通テスト以外に独自の学科試験を課す工
学部系受験者は、学科と実技のバランスを考えながら実技対策を行います。芸大美大系受験
者は入試直前講座（要申込み）にて集中的に実技の最終調整を行って試験に臨みます。入試
直前講座では実際の試験時間に合わせ午前開始とし、一日６時間程度実習できるようにな
ります。

主な志望校・志望学科で科を選ぼう

空間構成とは、頭の中に自らがデザインした空間をデッサンする課題です。物
を見ながらデッサンする静物デッサンと違い、頭のなかで想像した風景を
デッサンしなければならないため、限りなくリアルに空間をイメージし、それ
を絵として表現しなければならない高度な表現です。静物デッサンや日々の
生活でいかに研ぎ澄ました観察をしているかも重要な要素です。

空間構成

月 火 水 木 金 土 日総合受験部 建築科
［ 9：30～12：30］

実技
［13：30～16：30］

［14：00～17：00］

［17：30～20：30］

土（14:00～20:30）/日（9:30～16:30）
※土・日（週2日）または選択 土or日（週1日）在学期間4～12月 
以後は冬期講習、入試直前講座での対応となります。 高校生・高校卒業生対象

実技授業

建築科［総合受験部］
東京藝術大学建築科をはじめ、私立美術大学建築系から早稲田大学創造理工学部等、
理工系建築学科の実技までポイントを押さえた対応が可能です。

大貫 桃菜   ［千葉県立茂原高等学校 出身］

武蔵野美術大学 建築学科   現役合格

私は、高校３年の夏休みからふなびに通い始めました。夏期講習で、毎日、１作品描き、感覚を掴みました。９月から週１で通い、１日
に２作品練習しました。ふなびでは、本番と同じ形式で実践的な課題に取り組み、家でも、建築パースの練習をしてイメージを描き起
こせるようにしました。そして、普段から建物の写真を見て、外観から内観を想像したり、内観の写真からはどんな小物が置いてある
のかを見て自分の絵に活かせるようにしたりしました。私は絵だけではなく、作文も得意ではなかったのですが、合格者の優秀作品
の作文を読み、書き方を真似したり、先生にもアドバイスをもらったりすることで、書き慣れていくことができました。取り組み始めた
のは遅かったけれど、ゴールイメージが短期間で固まったので、集中して取り組めたのが良かったと思います。

鉛筆や透明水彩絵具で、実際に建物の建っている現地におも
むき建築物を写生する課題です。スケールの大きな空間の把握、
構造や形態などの建築物に対する観察力だけでなく現地でしか
感じることのできない空気感など様々な要素を計画的に表現する
ことが重要です。

建築写生

与えられたテーマ（素材、文章、図、文献など様々）から自分なりに想像した空間を、ドローイングや立体、文章を駆使して表現する課題です。独創的
な空間であることだけではなく、与えられたテーマに対しての理解カ・洞察力、空間を表現する描写力、作品の制作意図を的確に伝えるための説明す
る能力など総合的な表現力を必要とします。

総合表現

立体構成を課す入試はほとんど行われなくなりましたが、昨年は東京藝術大
学建築科の入試にて提出対象となりました。建築を志す人間として、空間
把握・スケール感を意識するには最適な課題です。それと同時に、紙やアル
ミ板、ウレタンなど様々な素材に触れて、その特性を活かす術も実践します。
全方位からの視点で制作することも大切です。

立体構成

建築系で出題される実技試験

武蔵野美術大学 建築学科 入試再現作品   総合表現 内部空間説明  参考作品 象徴的な場面  参考作品 
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「好き」から始めよう。
将来美術方面の進路を希望している高校１・２年生を対象にしています。
東京芸術大学・武蔵野美術大学・多摩美術大学など実技レベルの高い大学に現役合格を目指すのであれば、
一日でも早くスタートするのが望ましいと言えます。本学院の芸大合格者・私大現役合格者の大半が
基礎科出身であることからも、早めに基礎から取り組むことが合格のチャンスを広げてくれます。
近年の入試の多様化に対応すべく、各分野の経験豊富な講師が基礎から優しく丁寧に指導しますので、
未経験の人でも安心して始めることができます。

基礎科

基礎科から始めるメリット

鉛筆の削り方から実技に必要な道具について優しく丁寧に教えてもらえます。
各科の講師がいるので様々な画材について専門的なアドバイスを受けられます。 
（木炭・鉛筆・アクリル絵具・油彩・透明水彩など）

   基礎科コンクール（学期末ごと）

   まずは道具の使い方から

日々の制作を通して観察力や発想力を養い、それらを形にする力を習得できます。
これから美術を続けていく上で大切な姿勢を身につけることが出来ます。

   制作する姿勢が身につく

基礎科の全クラス合同でコンクールを行います。
各学期末ごとに行うので、お互いに高め合うきっ
かけになるでしょう。

特別な授業と行事

高校2年生以上の実技経験者で、油画・日本画・デザイン・工芸の受験選択がすでに決定している人は、一歩早く
夜間部受験各科の月～土の授業に参加することが可能です。受験生と一緒に実技を行うことで、次年度現役
合格へ向けた「飛び級」実習が可能です。途中でステップアップする場合は、まず各期講習会等で受験各科の実技
に参加してみるとよいでしょう。

   基礎S受験クラス [実技週6日制]　   「実技経験をいかして受験準備をする」という人に。

などの専攻各科へ

描きたくなったらステップアップ！志望校合格までの流れ

遠隔地居住の人や、学校の授業・部活等で平日の基礎科夜間部に通えない人をはじめ、これから美術を始めよう
と思っている高校１年生にも最適なクラスです。原則として C（土曜） D（日曜）いずれかの固定クラスを選択して
ください。

   基礎 C土曜クラス　
　基礎 D日曜クラス [実技週１日制]　「まずは始める！」という人に。

部活動や勉強など、高校生活とバランスよく両立させたい人向けのコースです。デッサンから始め、着彩など
様々な課題を幅広く学び、着実に力をつけることができます。

   基礎B総合クラス [実技週３日制]　「高校生活とのバランス」を重視する人に。

将来受験するどの美術専攻分野においても「基礎がしっかりしている」ことが望まれます。高校の授業や部活動のある
高校1・2年生は、無理のないクラスから始め、ステップアップしながら実技力をつけていきましょう。実技週1日～6日まで、
バリエーションに富んだクラス設定から選択できます。

自分のペースでクラスを選ぼう！

デッサンや着彩を中心に週４日間制作する中で、デッサン力や構成力、色彩による感性を磨き上げます。また制作
時間にゆとりがあるので、各受験科の試験内容に即した構成課題や塑造、コラージュなど様々な体験の中から
自己の専攻を決めることができます。すでに専攻する科を決めている人も各分野の講師による専門的な実習が
受けられます。

   基礎A強化クラス [実技週４日制]　「自分の進路は美術に決めた」という人に。

遠隔地に居住の人、部活や習い事などで通えない人、あるいはA～Dクラスのいずれの日程も合わないという人に
向けて設置しているクラスです。普段は通信基礎クラスとして月に1～2課題の実習を家庭で行いながら、学院に
来られる日には描いたものを持参して個別講評を受けることができます。またリモートを希望する人には動画による
講評も受けられます。定期的に通えるようになったら各クラスへステップアップしましょう。

   基礎E通信＋クラス   「定期的に通えない」という人に。

現役での合格をめざす基礎科の皆さんをサポートします。基礎的な学力試験を課す美大入試においては、中学時代
の英語をしっかり見直しておくことが重要なので、基本に立ち返って学年の区別なく取り組んでいきます。各クラスの
実技授業と重ならない土曜午前希望者選択制です。学科に不安のある人は入学時に実技とセットでお申込みくだ
さい。　※実技授業に加え、学科授業料が発生いたします。途中追加も可能です。

   基礎選択学科 [土曜午前選択制]   受験生と同じクラスでの実習となります。

   入試説明会（三学期）
芸大・美大の入試に関する「実技」と「学科」について、
各科講師が最新のデータをもとに出題傾向や配点、
合格点などを詳細に説明します。

普段の授業とは違い、ある期間集中して実技を経験
することで、より基礎的な力を高めると同時に描く
楽しさや作る楽しさを実感できます。

春期      夏期     冬期講習会

デザイン・工芸科

日本画科

油画科

基礎科 高校1.2年生 専攻各科
志
望
校
に
合
格

高校 3年生以上

高校 2年生の経験者

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
可
能

実力をつけながら
様々な体験をした上で
受験する科を選択する

S受験クラス  実技のみ（月・火・水・木・金・土）［17：30～20：30］

A強化クラス 火・水・木・金 ［17：30～20：30］

B総合クラス 水・木・金 ［17：30～20：30］

C土曜クラス

D日曜クラス

基礎科 - クラス別日程 - 月 火 水 木 金 土 日

（土）［14：00～20：30］

（日）［9：30～16：30］

月に１～２課題の通信教育 ＋来られる日に講評・実技E通信＋クラス

高校生 [週 1～6日制]

   メリット 1

   メリット 2

将来受験する大学や各専攻科、学科などについての情報を早めに知ることがで
きます。受験科にはデザイン・工芸、油画、日本画などいろいろな科があります。
それぞれ使う画材や実技内容が異なるので、基礎科でいろいろ経験することで
自分の適正が見極められます。

   受験生になる前にいろいろな経験をすることで
   自分の方向性が見つかる

   メリット 3

上達するには一緒に勉強する仲間の存在も重要です。 学校の友達とは違う「美術」
という共通の目標を持った友達ができ、互いに切磋琢磨しながら成長できます。

   同じ目標を持った友達ができる   メリット 4

A 強化クラス

B 総合クラス

E 通信＋クラスC 土曜クラス D 日曜クラス

S 受験クラス
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大村 すず　［千葉県立幕張総合高等学校 出身］

武蔵野美術大学 油絵学科 油絵専攻 合格
多摩美術大学 絵画学科 油画専攻   東京造形大学 美術学科 絵画専攻領域   合格

自分の感性を信じて毎日絵を描きつづければ、いつのまにか新しい扉を開いていたりします。ですが毎日来て出された課題をやればいいという
心もちは大変危険です。惰性で描いている時ほどブスなときはありません。そんな時は事務室にある画集を見たり、参考作品を漁ったり、美術
館に行って自分の好きな絵や工芸品を集めてみるのがオススメです。狭まった視野を広げられるし、絵を描く自信にもなります。たくさんの作
品を講評してもらうので実力差を突きつけられてしまうことだってあります。でもチャンスはたくさん転がっていて、先生が他の人にしているア
ドバイスも自分のものにしてがめつく過そう。自分にしかわからない小さな成長だって、しばらくしたら大きなものになります。最後にふな美で
出会ったみなさん、ありがとう！！何年後、何十年後もふな美で体験したことは私の自信であり支えになります。すず

なんでも経験！楽しさ発見！自分の得意を見つけよう！

デッサン

石膏像、静物、人物、構成、イメージなど様々なデッサン
を木炭や鉛筆を使って描き、基礎的な描写力を養います。

色彩表現

静物、人物、平面構成などの課題を透明水彩、アクリル、
油彩などの素材を使って色彩について学び表現力を身に
つけます。

学科

年に3回の定期テストを行います。実際の美大の学科
レベルを知ることができます。希望者は毎週土曜の基
礎選択学科を追加受講することができます。

立体表現

粘土による模刻や紙等を使って立体的な感覚を
養います。

クロッキー

人物、兎、鶏などの動くモチーフにもチャレンジします。

講評

完成した作品をならべて講師に批評やアドバイスをして
もらう時間です。また他の人の作品と自分の作品を比べ
ることで、客観的な目を養うと同時に他の人の良いと
ころが吸収できます。

個別面接

定期的に行います。個人個人の成長に応じて的確なアド
バイスがもらえ、制作中の何気ない疑問や質問にも講師が
気軽に答えてくれます。また専攻する科の選択などで迷っ
ている人には大きな手助けになるでしょう。

コラージュ

様々な素材を扱うことで応用力を身につけます。

影山 紗弓   ［私立国府台女子学院高等部 出身］

多摩美術大学 グラフィックデザイン学科  現役合格 （同）統合デザイン学科  
武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科（同）デザイン情報学科   
女子美術大学 デザイン・工芸学科 ヴィジュアルデザイン専攻   （同）短期大学部 デザインコース  現役合格

私は高二の春からふな美の基礎科に通い始めました。なんとなくで絵を描いていた私に、ものの見方、水張りのコツ、絵の具の綺
麗な塗り方など基本的なことを丁寧に教えて下さったので、制作がスムーズに進み、大きな助けとなりました。高三になり、デザイ
ン・工芸科コースに進んでからは、忙しい日々の中でも、親しみやすい先生方や仲間に支えられ、毎日制作に励むことができまし
た。また、ふな美の学科コースにも大変お世話になりました。特に英語に苦手意識があった私にとって、短い時間の中で基礎から
丁寧に教えていただけたことは大きな支えでした。伸びなやんでしまうこともありましたが、諦めずに努力を続ければしっかりと
結果はついてきてくれます！自分の心身のケアを大切にしながら、前向きに取り組んでください。応援しています！

自分のペースでクラスを選ぼう！

石膏デッサン ［ 鉛筆 木炭紙大画用紙 ］

静物デッサン ［ 鉛筆 木炭紙大画用紙 ］

構成着彩 ［ アクリル絵具 B3画用紙 ］

武蔵野美術大学 入試再現作品   油彩 多摩美術大学 入試再現作品   色彩構成 鉛筆デッサン

構成着彩 ［ 油彩 F15キャンバス ］

44 BASIC SECTION 45BASIC SECTION



都田 莉愛　［私立ルネサンス高校 出身］

武蔵野美術大学 日本画学科   合格

私は中学生の頃にふな美の夏期講習などに参加していました。その後学校が忙しかったので一度ふな美をやめて、高校二年生の夏に基礎科に入りました。基礎
科ではみんな絵に真剣に取り組んでいて、それに影響されて私もどんどん成長できました。ですが、日本画科に入ってからは自分の絵や受験のことで悩むことが
増えてきて、その度に先生達が真摯に相談に乗ってくださったので前向きに次に繋げることが出来ました。学科と両立して絵を描くのは大変ですが、学科で点が
取れると心の余裕にも繋がるので初めのうちから勉強をしておくのがいいと思います。

髙石 こはる   ［私立木更津総合高等学校 出身］

多摩美術大学 生産デザイン学科 
テキスタイルデザイン専攻   現役合格

私は高二の十月頃から基礎科に入りました。四月からいる人たちに追いつきたくて、学校でも実技の勉強
をしていました。ふな美にいる時は、課題をがんばるのはもちろんのこと、友達との情報交換も大切だと
感じました。自分が知らなかった入試の情報や、気になる大学の雰囲気を知ることができます。また、学科
の勉強をしっかりしているかしていないかは入試本番が近づく一月頃からのメンタルを左右するので、少し
ずつでも勉強はした方が良いと思いました。最後に、自分のことを応援し続けてくれた先生方、家族には
感謝してもしきれません。ありがとうございました！

石膏デッサン ［ 鉛筆 木炭紙大画用紙 ］

構成着彩 ［ アクリル絵具 B3画用紙 ］

構成着彩 ［ アクリル絵具 B3画用紙 ］

構成油彩 ［ 油絵具 F10キャンバス ］

構成着彩 ［ アクリル絵具 B3画用紙 ］

静物デッサン ［ 木炭 木炭紙 ］

構成デッサン ［ 鉛筆 B3画用紙 ］ 静物デッサン ［ 鉛筆 B3画用紙 ］ 人物デッサン ［ 鉛筆 木炭紙大画用紙 ］静物着彩 ［ 透明水彩絵具 木炭紙大画用紙 ］

武蔵野美術大学 入試再現作品   
人物モデル・ムービング

多摩美術大学 入試再現作品   色彩構成 鉛筆デッサン
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１日2単位連続で、６時間実習するクラスです。東京都立総合芸術高等学校の一般入試4時
間制作に対応するほか、女子美大付属高等学校の推薦入試で持参するデッサンや着彩作
品等をじっくり制作することができます。また、受験学年でなくても１日ゆっくりと制作した
い生徒も参加できます。土曜cクラス、日曜fクラスが対象となっています。

鉛筆の削り方から始まって、構図や形の取り方、立体感や
質感の出し方など基本的な内容を軸にしっかり学んでい
きます。じっくりものを観察することで、集中力を養い、
しっかりとデッサン力を身につけましょう。

小学校の時に使っていた水彩絵の具には馴染みがあるかもしれませんが、着彩道具には
透明水彩、アクリル、油彩といった種類のものがあり、画材によってそれぞれ特徴があり
ます。希望に応じて着彩課題も選択できるので、興味がある人はどんどんやってみ
ましょう、色を混ぜたり、重ねたりする中で様々な発見があるでしょう。

１日1単位３時間の実習を行うクラスです。千葉県立松戸高校芸術科や国府台女子学院
美術デザインコース受験の実技に対応可能です。クラスの時間選択が豊富ですので、学習塾
などと併用して受講するのに適しています。小学生は絵画教室が豊富にありますが、中学
生対応の美術教室は数が限られてくると思いますので、少しでも自信を持って「好きなこと」が
継続できるよう中１からの参加も歓迎いたします。土曜は午後aクラスと夜間bクラス、日曜は
午前dクラスと午後eクラスが選択できます。

まずは基本のデッサンから！ 絵の具を使って着彩にチャレンジ。

主な受験対象高校

基礎科中学生コースの授業とやれること

基礎科中学生
各科で使用する基本的な画材道具です。

使用画材一覧千葉県立松戸高校（芸術科）　　 　　
茨城県立取手松陽高等学校（美術科）　　
潤徳女子高等高校（芸術）　　    　　
東京都立つばさ総合高等高校（美術・デザイン） 
国府台女子学院高校（美術デザイン）
女子美術大学付属高等高校
東京都立総合芸術高等高校　
トキワ松学園高等高校（美術）　
木更津総合高等高校（美術）　　　 　

  1. パネル（木炭紙大・B2・B3・P20）
  2. 紙（画用紙・白象紙）　
  3. クロッキ-ブック　
  4. 直定規
  5. フキサチ-フ　
  6. 消し具　・練り消しゴム
　　　　　・プラスティック消しゴム
  7. はかり棒
  8. バケツ（水張り用）
  9. シャ-プペンシル
10. 色鉛筆
11. カッタ-
12. ノ-ト
13. 刷毛（水張り用）
14. 水張りテープ
15. Dスケール
16. 鉛筆（6H～6B）

  1. パネル（B2・B3・P20）
  2. 紙（画用紙・白象紙）
  3. 紙パレット
  4. 透明水彩絵具（30色以上）
  5. 金属製パレット
  6. バケツ
  7. 刷毛
  8. 筆巻き
  9. 雑巾
10. 筆
     （則妙・面相・彩色・平筆 等）

  1. パネル（木炭紙大・B3）
  2. 画用紙
  3. 紙パレット
  4. 絵具
       （アクリルガッシュ・リキテックス）
  5. バケツ
  6. 直定規（60cm）
  7. コンパス
  8. マスキングテ-プ
  9. 絵皿
10. 三角定規
11. 筆
     （則妙・面相・彩色・平筆 等）
12. 雑巾

  1. 粘土板○
  2. 雑巾○
  3. 新聞紙○
  4. 粘土ヘラ○
  5. 霧吹き○
  6. 直定規○◎
  7. 金尺（60cm）○◎
  8. のり◎　・液状のり
　　　　　　・スティックのり
　　　　　　・スチレンのり
  9. テ-プ◎　・両面テ-プ
　　　　　　・セロハンテ-プ
　　　　　　・マスキングテ-プ
10. はさみ◎
11. カッタ-○◎
12. コンパス◎
13. 三角定規○◎

  1. キャンバス（F15号）
  2. パレット（紙製・木製）
  3. 筆洗バケツ
  4. 油絵具・メディウム
  5. 溶き油
　　・テレピン・リンシ-ド
　　・シッカチ-フ
　　・ペインティングオイル 他
  6. パレットナイフ
  7. 刷毛
  8. ペインティングナイフ
  9. 筆
10. 雑巾・ウエス
11. 油壺

  1. カルトン（木炭紙大）
  2. 木炭紙MBM
  3. クロッキ-ブック
  4. フキサチ-フ
  5. 練り消しゴム
  6. 目玉クリップ
  7. 消しパン(食パン）
  8. 芯抜き
  9. カッタ-
10. 木炭
11. Dスケール
12. ガ-ゼ

　※○＝粘土用 ◎＝紙・素材用

これから実技を始められる方のために、着彩用具セット（アクリル・水彩・油彩）を販売しています。どうぞご利用下さい。
※セット内容は変更する場合もあります。詳しくは当学院までお問い合わせ下さい。

紙パレット
絵具（アクリルガッシュ）
筆（則妙・面相・彩色・平筆 等）

アルミ水彩パレット
透明水彩絵具
筆（則妙・面相・彩色・平筆 等）

紙パレット
油彩絵具
筆（丸筆・平筆 等）
ペインティングナイフ

クロッキ-ブック
フキサチ-フ
練り消しゴム
はかり棒
カッタ-
ガ-ゼ　

Dスケール
鉛筆（6H～6B）
木炭
芯抜き
目玉クリップ

鉛筆デッサン用具

着彩用具

平面構成用具

画材セット販売のご案内

初めてのアクリルセット 初めての水彩セット 初めての油彩セット初めてデッサンセット

立体構成用具

油彩用具

木炭デッサン用具

筆洗油
絵皿
オイル各種

※科、カリキュラム内容によって使用する物が異なる場合があります。

中学生 6時間クラス ［ 土曜c・日曜 f ］

中学生 3時間クラス［ 土曜 a/b・日曜d/e ］

6時間

3時間 

aクラス    （土） ［13:30～16:30］        bクラス    （土） ［17:30～20:30］

dクラス　 (日)［9:30～12:30］         eクラス　 (日)［13:30～16:30］

cクラス    （土） ［13:30～20:30］         fクラス    （日） ［9:30～16:30］

17:30

16:30 16:30

13:30

9:30

12:30

13:30

20:30

土　　　  　　       日

a

b

c

f

c

f

d

e
休憩

休憩

月
〜
金

　中
学
校
の
授
業

絵を描くのが好きな中学生集まれ！
好きなことや得意なことで自信をつけることはとても大切です。
学校での美術の時間は限られているため、もっと描きたい、上手くなりたいという中学生には最適のコースです。
楽しく描くことから始めて、美術・デザインコースのある高校進学も視野に入れ、
充実した環境で力を養いましょう！

静物デッサン ［ 鉛筆 B3画用紙 ］ 構成デッサン ［ 鉛筆 B3画用紙 ］静物着彩 ［ アクリル絵具 B3画用紙 ］
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N学科（週２日）
1７：30～２０：30

昼間部生対象
S3・4学科（土）
14：00～16：50

夜間部生対象
S1・2学科（土）
10：00～12：50

夜間部生及び基礎科生対象
イエローとブルーで表されているのが主要私立美術大学の学科と実技における配点バランスです。
多くの大学や専攻科でほぼ半分に近い、あるいは学科の比率のほうが高い場合もあります。学科で8割を目標にがんばりましょう。

東
京
造
形
大
学

女
子
美
術
大
学
（
A
日
程
）

美術学科

洋画専攻

ヴィジュアルデザイン専攻

メディア表現

ヒーリング表現

ファッション表現

スペース表現

クリエイティブプロデュース表現

共創デザイン

プロダクトデザイン専攻

環境デザイン専攻

工芸専攻

彫刻

絵画
美術

グラフィックデザイン

テキスタイルデザイン

インダストリアルデザイン

室内建築

アニメーション

メディアデザイン

写真

映画・映像

デザイン・
工芸学科

（注）合格者得点は昨年度のデータです。一部得点表記は小数点以下を四捨五入しています。

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

合格
者数

受験
倍率

学科
配点

実技
配点 総点

合格者
最低点

募集
人数

受験
者数

総
合
得
点
で
合
否
が
判
定
さ
れ
る

総
合
得
点
で
合
否
が
判
定
さ
れ
る

総
合
得
点
で
合
否
が
判
定
さ
れ
る

総
合
得
点
で
合
否
が
判
定
さ
れ
る

非
公
開

非
公
開

多
摩
美
術
大
学

彫刻学科

武
蔵
野
美
術
大
学

油絵専攻

グラフィックアーツ専攻

I 方式

I I 方式

I 方式

I I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I 方式

I I 方式

I 方式

I I 方式

I 方式

I I 方式

共3
共5

共2+専門

共3

共2+専門

共3

共2+専門

共3

共2+専門

共3

A方式

C方式

A方式

A方式

A方式

A方式

A方式

B方式
A方式

B方式

A方式

B方式

A方式

B方式

視覚伝達デザイン学科

工芸工業デザイン学科

空間演出デザイン学科

建築学科

基礎デザイン学科

映像学科

芸術文化学科

クリエイティブイノベーション学科

共2+専門

共3デザイン情報学科

油絵学科

日本画学科

彫刻学科

生産デザイン学科

情報デザイン学科

統合デザイン学科

演劇舞踊デザイン学科

日本画専攻

油画専攻絵画学科

版画専攻

工芸学科

グラフィックデザイン学科

建築・環境デザイン学科

プロダクト

テキスタイル

メディア芸術

芸術学科

情報デザイン

演劇舞踊コース

劇場美術コース

日本画専攻

立体アート専攻

美術教育専攻

国際芸術文化専攻

アート・
デザイン
表現学科

一般入試 共通テスト利用

共2 + 専門

共2 + 専門

共2 + 専門

共2 + 専門

共2 + 専門

共2 + 専門

共2 + 専門

200 3003.74416126 347500

200 3004.610949872 341500

200 3008.21714010 381500

200 3007.11611312 360500

200 3005.112966380 331500

200 3003.39029458 301500

200 3002.38920447 281500

200 2002.85315035 247400

200 2005.08241235 267400

3002.63910323 180300

200 1002.46014225 192300

200 3002.85013842 324500

200 3006.9151047 396500

200 3006.86141230 390500

200 30012.77894 417500

200 3007.111785 402500

200 2007.28460537 297400

200 2004.95225525 286400

200 2002.17415726

15

253400

3003.25317012 244300

200 200608115 281.1
283.8

400
4002.8

1.4
4011015 400

200 2002513115 305
368.3

400
40026.5

5.3
2522 400

200 30020468 356.8
370.9

500
5001.8

2.6
9016116 500

200 2009053825 285.2
275

400
4003.2

6.2
318418 400

200 2004035716 329.5
361.9

400
4002.1

9.0
305810 400

200 20010434 284.5
292.5

400
4003.4

4.5
5162 400

3007.7342638 260300
200 1002.24710310 216300

3003.571246 231300

200 15011.41112511 304350

200 3003.89636122 347500

200 2002.64311215 282400

3003.26521113 240300

200 3002.711303 342500
2002.419453 150200

200 3003.515505 380500
2002.5401004 155200

200 3005.76324 357500
2001.637604 132200

200 3002.833924 347500
2002.733904 155200

5002.12144 328500

200 2004.39239640 266400 200 2004.17330118 284400
3009.7212038 264300

30013.212158 270300

200 3006.23018224 413500 200 3006.9151024 416.1500

200 3005.111053870 399500 100 4005.39649350 447.6500

200 3008.81613215 386500 200 3007.310715 360.5500

200 3003.3319512 345500 200 3002.0255112 362.5500

200 3005.64020230 366500 200 2003.83011110 292.2400

200 3007.6127928103 365500 200 2007.411583063 293.0400

200 3004.53515425 391500

200 3002.9256920 393500 200 2002.5204712 298.0400

200 3001.96511335 366500

200 3004.74117830 378500 200 2004.33514111 291.5400

200 3006.16337621 396500

200 3002.6307211 344500

200 3005.113063565 340500

200 3001.2202118 322500 200 2001.2171712 242.5400

200 3005.3126011 303500

5006.06538740 435500

5002.522537 320500

200 3004.410646635 362500

200 3002.124496 300500

200 3002.532757 334500

200 3003.93413212 344500

200 3003.04914612 331500

200 3001.626408 290500

200 3002.94011411 325500

200 3002.225547 321500

200 3004.39941720 378500

200 3002.315343 290500

200 30054019815 383500

200 3003.6321155 355500

200 3003.1411266 363500

200 3001.626415 324500

200 3004.33614820 500 300 3005.6179515 600

200 3001.9549916 500 300 3001.830524 600

200 3004.73144 500 300 3003.0392 600

200 3006.52122 500 300 3003.0131 600

200 3001.110102 500 300 3001.3441 600

200 3002.310022535 500 300 3006.4221395 600

200 3004.49396 500 300 3009.03253 600

200 3001.49125 500 300 3001.2563 600

200 3002.713346 500 300 3005.25262 600

200 30019.3611611 500 300 30029.02573 600

200 30013.02265 500 300 3005.52111 600

200 3002.115314 500 300 3003.34132 600

200 3008.02163 500 300 3003.0261 600

200 3001.8462 500 300 3001.4572 600

200 3001.2171910 500 300 3001.012125 600

一年間の授業進行／年６回のテスト結果で軌道修正

自分の力を確認してシナリオをつくる

　　　　　　　　　 年６回（基礎科は年2~3回）のテストで綿密に学力を
チェックしながら、それぞれの学力レベルに合わせた授業を展開します。
わからないまま「傾向と対策」を行っても実際の点数には結びつきません。
担当講師が一人一人の状況を確認し、必要に応じてクラス分けや変更時期
をアドバイスします。

○対象 : 昼間部受験生  受講希望者   
昼間部生対象の週２夜間強化学科授業を行います。英語を中心として
主に共通テスト対策の授業です。（12月終了）
※実技の夜間強化授業との併用を可能にするため、曜日が変わることがあります。

レベル別指導

学科の基礎力はあるが、7割とれるかは不安定。土曜午後の中級レベルの学科を受講し、学期中に学科
を固める。夏期講習会で「傾向と対策」を行い、実力テスト2で学力向上を確認した後は、実技に集中して実技と学科の
バランスを調整し、高得点で合格領域をめざす。

月　　　火　　　水　　　木　　　金

17:30

16:00

9:00

土　　　

10:00～11:20

20:30

実技も学科も両方不安な位置からスタート。土曜は午前学科初級レベル+午後中級レベルで学科も
しっかりおさえる。実力テスト2で一定のレベルに達したら、学科は土曜午後のみに切り替え、私大模試で7割取れれば、
以降は実技に集中して対策をとる。

S1

11:30～12:50S2

14:00～15:20S3

15:30～16:50S4

N1/N2  : 夜間強化学科

○対象 : 夜間部受験生及び基礎科生  受講希望者   
夜間部受験生対象のオプション学科授業です。午後の授業についていく
ための補講として初級レベルから取り組みます。
（受験生は12月終了。基礎科生は3月終了となります。）

S1 /S2  : 土曜午前学科

○対象 : 夜間部受験生  受講希望者
英語レベル別に2クラスに分かれて進行します。夜間部受験生対象の通常学科
授業です。※基礎科生で土曜午前に高校等で参加できない人は申し出て下さい。

S3/S4  : 土曜午後学科

芸大・美大入試の重要ポイントは実技と学科の実習バランス！

2025年度入試  主要私立美術大学入試データ＆学科実技配点比率

昼間部実技授業

志望校や専攻の違いによって学科の重要度が異なるところが芸大・美大入試の難しいところです。まずは志望校・専攻の入試データを確認し、自分の学力
と実技力の現在位置を見極めるところから始めましょう。計画性を持って取り組めば、必ず合格へ近づいていくはずです。年の後半に実技に集中するため
には、前期から学科の基礎をしっかりやっておくことが何よりも大切です。

実技と学科の担当講師が志望校面接やテストの結果を踏
まえ、学科の受講についてアドバイスします。また、各テス
トの成績によって学科のクラス変更や、実技へのスイッチン
グも適切に指導します。 実技と学科のバランスをしっかり
取って「合格領域」をめざしていきます。受験生用の学科は
12月まで、基礎学科は３月までの授業となります。選択学科

（初級レベル）

選択学科
（中級レベル）

実技に集中

基礎学科

夏期講習

夏期講習

冬期講習

4月 6月 8月 9月 11月 12月 1月 2月 3月

入
試
直
前
対
策

冬期
学科
コース

●
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト

●
実
力
テ
ス
ト 

1

●テスト 1 ●テスト ２ ●テスト ３

●
実
力
テ
ス
ト 

2

●
私
大
模
試

●
共
通
テ
ス
ト
用

　プ
レ
テ
ス
ト

志
望
校
合
格

●
共
通
テ
ス
ト
模
試

夏期講習
学科
コース

N2N1夜間部実技授業 夜間部実技授業

学
力

実技力

実技力をつければ合格！

学
力
を
つ
け
れ
ば
合
格
！

合
格

領
域

50％

50％

70％

70％

選択学科
（初級レベル）

選択学科
（中級レベル）

英語にAI教材を導入！
授業時間と連携して自宅学習もサポートします。
絵が描ければ芸大・美大に合格できる」という時代がありましたが、
今は、英語・国語をはじめとした学科の成績が大きく合否に関わるようになりました。
フナビでは限られた時間で英語を中心にサポート。
今は苦手だ、という生徒さんでも、1年間しっかりやれば、
必ず受験に有利になります。一緒にがんばりましょう!

学科
○個々の学力差をまかない、自宅での復習も可能
にするため英語のAI教材を併用します。
○既卒・現役・基礎科を問わず、学科受講希望者に
はAI教材の個別アカウントを設定します。
○学習を続けることでAIが本人のレベルや抜け落
ちを洗い出し、効率的に勉強することが可能にな
ります。
○その上で、実際の授業では武蔵美や多摩美に出
やすい単元など講師がアドバイスし、モチベーショ
ンを上げていきます。
※募集要項の学科授業料には、上記教材費用が含
まれております。
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普段は学院に通えない人達に〈確かな力をつける〉通信教育です。
本学院の通信教育は芸大・私立美大など美術系大学の受験志望者を対象としています。
遠隔地の方や部活動等で普段通学できない人達に芸大・美大の合格を目指した学習が自宅でできるよう、
基礎的な課題から実践課題まで出題し、丁寧な講評指導を行います。
また、春期・夏期・冬期講習会や直前講習会での直接指導を受けることで、大幅な実力アップが期待できます。
なお、基礎科コースは高校1、2年生を対象とし、その他の科は次年度に受験する高校3年生以上を対象としています。

通信教育課程

近年の新型コロナウィルスの感染対策期間に、通信教育のオンライン化が発達してきました。本学でも、従来の添削指導からウェブの汎用ツールを利用し、
ニーズに合わせた対応を行っております。リアルタイムで面接したい場合はオンラインで時間を決めて対応可能ですし、講評は自分の好きな時間で何度も
見返すことができるように、オンデマンドで動画講評を提供しています。

基礎科コース 総合受験建築科コース

日本画科コース

総合受験絵画科コース油画科コース

デザイン・工芸科コース

総合受験デザイン科コース

総合受験先端芸術・映像科コース

通信教育システム 制作した作品をサーバにアップ、講評動画を視聴　 

※個々のカリキュラムにより、ひと月の課題数が変わる場合があります。

夏
期
講
習
会

春
期
講
習
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期
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会

入試直前講座
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生
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年
生

高
3
・
受
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生

高
1
・
2
年
生

高
3
・
受
験
生

高
1
・
2
年
生

● 毎月ごとに課題が出題され、アップロードされた作品に対して動画講評やコメントで指導していきます。（課題以外の作品講評も可能ですが、講評は３作品／月となります。）
● 課題ごとに基本制作時間が明示されます。  ● 作品の講評動画作成は、アップロードされた作品画像を確認後、１週間程度のお時間をいただきます。  
● 立体作品が出題された場合は、上下左右多方向からの写真をアップロードしてください。　● 平面・デッサン等の作品は、初回画用紙送付時に同梱する注意
　 事項をよく読み、撮影、アップロードしてください。　● 1学期は基礎課題が出され、応用課題・志望別課題は2学期以降を予定しています。  
● 石膏像や人物を描く場合は高校の美術室など、実習可能な環境が必要となります。

講座に必要な画材及び諸道具 ※課題内容により異なります。
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提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間

提
出
期
間

制作期間
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●スケッチブック ●カルトン ●クリップ ●フキサチーフ ●消し具 ●木炭、鉛筆等素描用具一式  
●木炭紙 (MBM)　木炭紙大画用紙  TM Kポスター紙 ●油彩用具一式   ●キャンバス  ( F15号・
S12号・F20号 ） ※油絵具は24色以上、筆は15本以上が望ましい。

●デッサン用鉛筆 (6H～6B) ●練り消しゴム ●水彩絵具 (30～60色) ●パレット (金属製のもの) 
●筆 (即妙、彩色、面相、平筆 etc.) ●P20パネル・白象紙水張り 
●木炭紙大パネル・A2 /木炭紙大画用紙画鋲止め ●水張り用テープ (茶色) 

●画用紙を水張りした木炭紙大パネル (デッサン・着彩用) ●鉛筆 (6H～6B) ●練り消しゴム  
●フキサチーフ  ●ケント紙を水張りした B3パネル (平面構成用) ●アクリル絵具　●透明水彩絵具
●彩色用具一式  (筆、パレット、筆洗器、etc . ) ●定規類 ●コンパス ●粘土用へら　
※アクリル絵具、透明水彩絵具は24色以上が望ましい。※立体構成で使用する各種素材は指定の物を購入。

●カルトン ●クリップ ●木炭 ●木炭紙 ●消し具 ●ガーゼ ●フキサチーフ ●クロッキーブック ●カッター 
●鉛筆 (6 H～6B ) ●彩色用具一式 ●画用紙(B3・木炭紙大 )　●パネル (B3・木炭紙大 )　
●キャンバス ( F10号 ・ F15号 ) 

油画コース

日本画コース

デザイン・工芸科コース

基礎科/ 総合受験部 建築科 / 総合受験部 先端芸術・映像科コース

デッサン
(ドローイング)
油彩画

希望者には、本学院で行う1学期・2学期、6回の学力テスト問題が送付され、採点されます。  

デッサン
着彩画

デッサン
着彩

  デッサン
  平面構成
  立体構成

コース  課題 概要

油画科コース

日本画科コース 

 デザイン
・工芸科コース 

基礎科コース 

※学科特典

東京藝術大学、国公立大学、武蔵野美術大学、多摩美術大学、東京造形大学、女子美術大学等の絵画科、
油画科の試験に対応します。あなたの個性や感性、志望大学に応じたカリキュラムを作成し、静物、人物、
風景、構成等の課題を出題し描写力や表現力を磨きます。

東京藝術大学、国公立大学、武蔵野美術大学、多摩美術大学、女子美術大学等の日本画科に対応します。
日本画科は対象をよく観察して描くことを重点としています。物の配置や空間等に配慮してしっかり
とした描写力をつけて下さい。石膏像、人物、静物等のモチーフを中心に鉛筆写生、着彩写生を主に
出題することで自然で美しい表現力を身につけます。

東京藝術大学、国公立大学、武蔵野美術大学、多摩美術大学、東京造形大学、日大、女子美術大学等の
デザイン・工芸科の試験に対応します。はじめにデッサンや平面の基本をしっかり学習した上で芸大受験
に必要なデッサン、平面、立体の課題を中心に出題します。私大系受験にはデッサン、モチーフ、イメージ等
の平面構成や立体系空間系に即した課題で表現力を身につけます。

  
  デッサン
  油彩画
  着彩画
  平面 /立体構成
  小論文 等

総合受験部各科の内容に対応して行います。志望校相談から個別の課題・担当を決めて対策をします
ので、無駄のない実習が可能です。卓上デッサンをはじめ、イメージ課題や小論文など、比較的モチーフ
費用（自分で準備する）が押さえられる内容も通進教育に向いていると言えます。

東京藝術大学、国公立大学、私立美術大学の受験に必要な基礎力に対応します。石膏デッサン、静物デッサン、
構成デッサンと色彩を使っての描写力や構成力をつけることを目的とし、様々な画材を体験します。

先端芸術・映像科コース

建築科コース

デザイン科コース

絵画科コース
総
合
受
験
部

/総合受験部 絵画科コース

/ 総合受験部 絵画科コース

/ 総合受験部 デザイン科コース

1学期 2学期 3学期

今年度受験生は入試直前講座を
受講しましょう。［有料］　

　課題制作の順序［制作環境／制作時間］

課題表を見て制作のねらいを定めて制作しましょう。
参考作品や資料も活用しましょう。

 わからない点やうまくいかないことがあれば、プロセスなどを写真に
撮りアップロード後、コメントやメールで連絡をください。リアルタイ
ムではありませんが、なるべく早めに担当講師から返信いたします。

失敗作や未完成の作品でも必ず送って下さい。
制作を積み重ねることが大切です。

制作する環境を整えましょう。
モチーフを設定する台や机、イーゼル、椅子などを用意しましょう。
学校の美術室などが使えれば最適です。 制作時間は課題と一緒に
出されます。 個人のペースを作って制作して下さい。

1

2

3

4

通信教育課程  設置コースの概要

画用紙類郵送。（オプションで各種画材も郵送可）

   
受講科とメールアドレスを共有。

   
個別のアルバムをウェブ上に作成し共有。 

   
毎月課題文をメール等で送付。

   
課題制作。 （途中のプロセスも撮影アップロードするとコメントでフォロー。）

   
作品を自分で撮影し、個別のアルバムにアップロード。 

   
学院の講師が講評を動画撮影し、個別のアルバムに返します。

年間スケジュール

講評動画イメージ

作品までの距離を少し取って、
絵とカメラを平行に構えましょう！

撮影の注意点 講評について

撮る際の光を意識して、
暗くなりすぎない様に気をつけよう！

作品に歪みが無いように
意識して撮りましょう！

アップロードしてもらった作品画像を基に講評をします。
その際の講評動画を配信日までに各自のアルバムへアップロードします。

実際の作品を近くに見ながら
講評を聞きましょう。
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毎年夏期講習会の時期に開催する公開講座です。本学院
出身の芸大・美大合格者と学院講師や参加者との座談会
形式で、大学の紹介・受験生活・実技や学科の入試に関する
情報やデータ等をわかりやすく解説いたします。
また、東京藝術大学をはじめ、各美術大学の協力で大学
資料の配布も行います。

はじめての実技と受験相談は無料で。

来て、見て、描いて、始めよう！

芸大・美大受験に興味のある高校生や中学生を対象とした
講習です。簡単な実技授業と受験相談を無料で体験できます。 
画材用具は全て本学院で用意しますので、お気軽にご参加く
ださい。同時に保護者対象の個別受験相談も行います。

各科の通常授業を1日～1カリキュラム無料で受講できる
システムです。原則としてデッサン実技の日程をご案内い
たします。体験講習日に予定があって参加できない人や、
実技経験者に最適です。高校帰りに通学時間を確認する
こともできます。 ※デッサン用具は本学で準備します。

芸大・美大入試について科別に詳しく説明するイベントで
す。科毎のアトリエをご覧頂き、詳しく説明を聞くことも可能
です。実技内容の説明以外にも共通する学科試験につい
ての合格ラインや、大学での実習、本学OBによる卒業後の仕
事の話など、科毎の企画内容も豊富です。

    デッサン講習・個別面談
日曜日や祝祭日を利用し、比較的長めの時間でもっとも基本的なデッサンを実習します。石膏
デッサン・静物デッサンに加え、想定（イメージ）デッサンも選択することが出来ます。また、実技の
途中、全員に個別面談を行ないます。（希望者は保護者と三者面談もできます。）各期講習会や入学に
むけて、「はじめの一歩」となる体験講習です。

    ご希望の科と通学可能日を学院までご相談下さい。

    折り返し、各科カリキュラム（デッサン）と日程調整の上、
　 実際の体験入学科・期間を提案させて頂きます。         

    お返事を頂いた時点でエントリー完了。         
　 あとは初日に来校して頂くだけです。

    静物着彩・平面構成講習
7月中旬の一日体験講習では、上記の各種デッサンに加え絵の具を使った実技も体験できます。
透明水彩絵具・アクリル絵具・油絵の具から選択できますので、夏期講習前に必要な用具の使い方
がわかります。もちろん用具は全て学院で用意いたしますので手ぶらで参加できます。

無料体験講習 

一日体験講習 

事前に予約して一枚無料授業。
無料体験入学

体験実技 Q&A

内容豊富な説明会イベント！
入試説明会

芸大・美大入試オリエンテーション

イメージ  （想定） デッサン［鉛筆］静物デッサン［鉛筆］石膏デッサン ［木炭］ 静物着彩［ 水彩］

基礎科日曜クラスに1日参加

個別で用具説明・描き出し説明
制作・個別面談 
休憩
制作
講評会もしくは個別講評

油画科夜間部に1週間参加

月～木
個別で用具説明
描き出し説明
～制作・個別面談

金
～制作
講評会

※個人面接は制作中に行います。

各コースで設定された
実技内容から選択

制作（4時間）

休憩・昼食

オリエンテーション

講評

参加例_1

 

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00  

16:00

9:30

10:00～12:30

12:30～13:30

13:30～15:30

15:30～16:30

参加例_2

17:30～20:30 17 :30～19:00
19 :00～20：30

 9:30  

Q

Q

体験講習と体験入学の違いは？

A

A

Q

A

体験講習は体験専用のカリキュラムを土曜半日もしくは日曜・祝
日の一日で行う形で、初心者が多く予め日程が決まっております。
体験入学は通常の授業にご参加いただく形ですので、周りに経
験者が多く、実際の授業の様子がよくわかります。

体験入学の場合、何日も通わなくてはいけないのですか？

１日だけでも参加いただけます。但し１日では、なかなか描き上
げることが難しいため１枚仕上げる期間を通えるようにしまし
た。また、描き上がらなかった場合でも個別に講評／アドバイ
スを行います。

体験入学後に途中入学する場合、体験講習と同等の入学金
割引・講習会入会金免除割引は受けられるのですか？           

もちろん同じ特典の対象となります。本学では説明会も含めイベ
ントに参加された皆さまは全て同じ特典対象となります。

    用具説明 
鉛筆の削り方や、木炭の芯抜き、
はかり棒を使ってモチーフを観
察する方法などを説明します。 

    制作
イーゼルの位置調整や、描き始
めの構図の取り方などを巡回指
導します。       

    講評会
描きあがった絵を並べて一人一
人の作品にアドバイスしていき
ます。他の人の作品から学ぶこ
とも沢山あります。       

    個別面接・三者面談
美術系の進路について一人一人
の志望を聞きながら説明します。
保護者との三者面談もできます。

ここからスタートしよう！

無料体験・公開イベント
  「美術予備校」に初めて行くのは勇気がいるかもしれません。

  本学院では、様々な無料イベントを企画し、気軽に参加できるよう案内しています。
  もちろん、通常授業の見学や相談も随時受け付けておりますので、是非一度学院まで来て下さい！
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芸大・美大 合格実績 
［2025年度入試］  

付属設備
受験生の皆さんが芸術を志す人として、

 より実りある実習が行えるよう、充実した設備を備えています。

学院生が制作に必要な画材を割引価格で販売
しています。

合格者や在学生の優秀作品を保管してあります。
希望者は自由に閲覧することができます。

入試対策としての実技だけでなく、幅広く創造力の
源を求める実習の場として、版画・陶芸・彫金の各
工房を設備しています。

　 付属工房

裸婦をモデルに様々なポーズを比較的短時間（1ポーズ20分から5分
まで）で描きます。これから絵を描く人、物をつくる人にとって基本的
な力となるでしょう。チケット制ですので学院生に限らず自由に参加
できます。

　 クロッキー教室  ［土曜日] 10：00～12：30

画集や美術書、美術雑誌等の参考図書を多数
揃えてありますので積極的に閲覧し自らの糧と
して下さい。

　 図書コーナー

入学手続きや証明書発行などはもちろん、健康
管理や日常の生活などあらゆる面からサポート
します。

　 事務受付

　 画材コーナー

授業の中にビデオ、スライド、パソコン、液晶プロ
ジェクターなどを採り入れ多角的な指導を行っ
ています。

　 視聴覚授業

　 参考作品資料コーナー

首像から全身像までのいろいろな石膏像をはじめ、実習に必要な多種多様なモチー
フをとり揃えています。

　 モチーフ室・石膏室

個人の画材を保管するためのロッカーを無料
で貸し出しています。またパネルやカルトン、
キャンバスも各アトリエに配置された棚に保管
できます。

    ロッカー、パネル・カルトン棚

視覚伝達デザイン

工芸工業デザイン

空間演出デザイン

基礎デザイン

デザイン情報

クリエイティブイノベーション

21名   

1名   

12名   

2名   

31名   

9名   

16名   

6名   

24名   

2名   

7名   

油絵

グラフィックアーツ

日本画   

建築

映像

芸術文化

油画

版画

日本画   

工芸

彫刻

芸術学

グラフィックデザイン

統合デザイン

情報デザイン

メディア芸術

生産デザインプロダクト

演劇舞踊 劇場美術デザイン

生産デザインテキスタイル

22名   

 4名   

 12名   

145 名武蔵野美術大学

104名多摩美術大学

( 推薦・一般・共通テスト 重複／補欠 累計 ）

3名   

29名   

3名   

7名   

4名   

20名   

1名   

 2名   

5名   

2名   

4名   16名美術系  高校受験  

東京藝術大学
日本画科  1名

7名
工芸科 1名  デザイン科  3名

油画科  2名 現役 80名

41名東京造形大学 現役17名

15 名女子美術大学 現役12名

5名日大芸術学部 現役5名

21名
その他
大学・専門学校 現役17名

現役62名

371名 218名

合格者総数 現役
合格者総数

2名   筑波大学 4名   秋田公立美術大学　1名   千葉大学　

金沢美術工芸大学　1名   埼玉大学　1名   東京学芸大学　 3名   

17名国公立大学 現役9名

1名   横浜国立大学　 3名   東京都立大学　 1名   愛知県立芸術大学　
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 前期募集   A - 2026年3月中旬
　　　　   B - 2026年3月下旬    　　  
 後期募集 　　　2026年8月下旬

　 応募資格
芸大・美大をめざす高校卒業者で2026年4月～翌年3月まで
 1年間当学院指定部科に就学できる方
芸大・美大をめざす高校卒業者で2026年9月～翌年3月まで
半年間当学院指定部科に就学できる方

前期 ---  　　　　

後期 ---

本学院所定の申し込み用紙に必要事項を記入し提出してください。
郵送・電話による申込も受け付けます。

● 試験日

● 試験内容 ----作品審査及び面接試験 

※詳細日程は
    webサイトでご確認下さい。

● 申込み方法　　

保護者・教職員の皆さまへ
好きなことに熱中して自信をつけることが、成長する上で最も大切だと考えています。

ひとつのハードルを越えれば必ず次に繋がっていくでしょう。
ふなばし美術学院は、一人一人がじっくり、
そして安心して受験に取り組めるよう、様々な制度で応援します。

生徒支援

学生生徒災害傷害保険

授業料分納制度

遠隔地特待生制度

宿泊施設

宿泊費用補助制度

通学定期・学割

特待生制度

国の教育ローン 美術を学ぶための進路（進学） 美術系の進路と就職について

私は絵を描くのが好き、モノづくりに興味がある、将来デザイナーに
なりたい、など美術にまつわる夢や希望を持っている人はたくさんいると
思います。しかしその夢を実現するためには、その夢に見合った学習が
必要になります。多くの学生は小学校～高校の美術の授業で美術の楽しさ・
すばらしさに触れたことと思いますが、それだけで専門的な知識や技術を
身につけることは困難です。ですから高校卒業後に、より専門的な環境に
進学する必要があるのです。では、美術を学ぶための進路（進学）には
どのようなものがあるのでしょうか？

デザインや建築の分野は比較的  I のような進路選択が多い様です。
反対にファインアートの分野（絵画・彫刻・一部工芸など）では、作品づくり
や表現活動と職業（収入を得られるという意味で）が直接結びつかない
こともあるので、 II のような選択で就職するケースも多くあります。
また、ほとんどの美術大学で教職免許と学芸員資格を取得できますので、
資格を活かした就職をする場合も多くみられます。

ここでお話しできることは限られてしまいますが、体験講習会や各種説
明会の場を通していろいろなご案内をさせていただきますので、ぜひ一度
直接お話しできれば幸いです。

このように、美術を学ぶにはいくつかの環境があります。当学院では学生と
の面接や、卒業生を招いての説明会・オリエンテーション等で、最適な進路
選択ができるよう各科でサポートをしています。

美大に進学して勉強しようという動機には、大きくふたつの考え方がある
でしょう。ひとつは自分の将来目標が明確で、その目標に向かって進学する
専攻も絞り込んでゆく。例えば「将来カーデザイナーになりたいので工業
デザインの勉強をしよう！」といったように直接的な選択です。
もうひとつは、美術は大好き・モノづくりにとても興味があるけれど、それ
が将来の職業とは直接結びついてイメージできないので、まずは今興味の
あることを勉強したい！という間接的な考え方です。
しかしながら、美術系の進路とは、いうなれば視覚的なモノを扱う分野
すべてが対象になりますから、その動機に見合った進路選択をどのように
したらよいのか迷うところです。そこで、現在美大生が卒業後どのような
進路を選択しているかを知ることが、遡って美術大学の専攻（専門分野）を
選択する手助けになるでしょう。

美大生の卒業後の進路（職業）の代表的なふたつの例

I  大学で学んだ専門知識・専門技能を活かした進路
 
II  大学で学んだ専門分野はそれぞれ違っていても、   共通する基礎的な能力・技能を活かすことのできる進路

美術を学ぶためのあらゆる専門学科が備えられた大学。それぞれの専門
分野に関してもっともハイレベルな教育が受けられる環境で、希望すれば
大学院・留学など、さらに上級の学習環境に進学することも可能です。
反面、入学時にある程度の専門知識・基礎技能を要求されるので、入試の
実技レベルは非常に高く、入試に備えて専門的な技術・技能・知識を学び、
準備する必要があります。

美術大学 1

一般総合大学の中に美術系学科（美術系コース）を設置している大学。
美術大学ほどの専門性はありませんが、いろいろな分野を広く学ぶことが
できるというメリットがあります。入試実技も比較的基本的な内容が多い
ので、興味があればすぐに進学に結びつきやすいという特徴もあります。

美術系学科のある大学2

国公立大学や私立大学の教育学部に設置された美術系学科をこう呼んで
います。将来美術科教員を目指す人のために美術の広範囲な分野に加え、
教員として必要な知識・教養を学ぶことのできる環境です。また、なかには
美術大学に匹敵する専門性を備えた大学もあります。入試では実技・学科
試験の広範囲に偏りのない力を要求されますので、準備しなければならない
科目・項目が多いのが特徴ですが、美術系のなかでは学科の得意な人が
力を発揮できる分野です。

教育系美術3

短期間（２～3年）で特定の技術・技能を集中的に身につけることができる
ので、実社会にすぐに出て活躍するチャンスがあるのが特徴です。将来に
目指す職業が明確で、それに必要な技術を身につけたいのであればメリッ
トが高いですが、学習できる範囲や時間も限定されるので、いろいろなこと
を広範囲に学びたいと考える人にはマッチしないことがあります。入試は
面接や調査書の審査が中心ですが、桑沢デザイン専門学校のように、美術
大学に匹敵する人気のある学校には、ハイレベルな実技試験が課されます。

専門学校4

申込みは2日前まで

※母子父子家庭または 
    世帯年収（所得）200万円（132万円）以内の方は年2.75%
※（公財）教育資金融資保証基金による保証をご利用いただく場合は、
    別途保証料が必要です。
※利率は金融情勢によって変動しますので、お借入金利（固定）は、
    記載されている利率とは異なる場合があります。

出張講習会 /進学説明会

芸大・美大を目指す学生や、美術・デザイン・建築などに興味を抱く高校
生を対象にふなばし美術学院の指導スタッフが各地の高校等に直接
お伺いして、講習会・進学説明会を実施します。入試の最新の情報や将来の
展望などを、本学院の所蔵する参考作品やデータを基にわかりやすく指導、
解説いたします。芸大・美大進路指導の一助になれれば幸いです。
※連絡先：ふなばし美術学院教務課　047-422-6870

※上記は予定です。詳細は別紙「特待生募集要項」を参照して下さい。

本学院には、成績優秀で情熱にあふれ、かつ経済的に困難な受験生を対象
に、充実した指導・環境のもとで一年間授業料の心配なく学べる特待生
制度（授業料全額免除）と、授業料の半額～一部が免除される準特待生
制度があります。

【ご融資額】 学生・生徒1人あたり350万円以内

【利率】年3.15%（2025年9月現在）

【ご返済期間】 20年以内

【お使いみち】 入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など

【ご返済方法】 毎月元利金等払（毎月の返済額が一定）もしくは、
　　　　　 元金据置払（学院卒業までの期間、当初返済額が利息分のみ）

【保証】（公財）教育資金融資保証基金または連帯保証人による保証です。
　　　　　詳しくは、教育ローンコールセンター
　　　　　（TEL.0570-008656 ハローコール）までお問い合わせ下さい。

入学金、授業料、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学中に必要となる
資金を融資する公的な制度として、日本政策金融公庫の「国の教育ローン」
があります。本学院の本課程に入学・在学する学生の保護者の方は、この
制度を利用することができます。

※上記の番号がご利用いただけない場合TEL.03-5321-8656までお
問い合わせ下さい。入学許可証・在学証明書等、必要書類は入学申込書
を提出していただきました後、本学院事務受付にて発行いたしますので
ご連絡下さい。

※今後1年間に必要となる費用が融資の対象となります。

※ボーナス時増額返済も可能です。

本学院の本課程入学生は、通学定期・学割を利用することができます。
また、入試の際も遠隔地への交通費が割引になります。

※附帯課程は授業時間数の都合上、利用対象外となります。
　また、本課程入学の場合も入学月によっては割引の対象とならない場合があります。

本学院生が安心して生活できるよう、学内外での万が一の事故などに
備え、学生生徒災害傷害保険に加入しています。
（対象：途中入学者を除く本課程学生）

1年間の授業料を年2回に分けて納入できますが、年3回またはそれ
以上の回数で分納をご希望の場合は学院までお申し出ください。個別
に面談の上、原則として年度内での納入を条件に、延納・分納の手続き
を行います。

千葉県・東京都を除く他県在住の皆さんが本学への入学を希望される
場合、学費の一部を減免する制度です。また、東京都内・千葉県内でも通学
に長時間を要する本課程入学希望者には、通学定期券購入に加え、交通
費の一部を学費から減免いたします。

本学院では全国から集まる入学希望者や講習会受講者が利用しやすい
宿泊施設をご紹介しています。近隣の学生会館をはじめ、ウィークリー
（マンスリー）マンションやビジネスホテル等、なるべく費用が安く女性で
も安全な施設をご紹介させていただきます。ご希望の方は本学院事務ま
でご相談下さい。尚、ご予約はお早めにお願いします。

ふだん本学には通えない通信教育課程の学生や、地方・遠隔地の皆さん
が本学各期講習会等に参加する場合、学生会館をはじめ本学所定の施
設を利用するにあたって宿泊費用の一部を講習会学費から減免する制
度を設けました。
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JR中央線 JR総武線

JR外房線

JR内房線

東葉高速鉄道

新京成線

京成千葉線

京成線

北総公団線

JR山手線

東急大井町線

JR京浜東北線

京成線

JR武蔵野線

JR常磐線

東武野田線

JR横須賀線

都営新宿線

JR京葉線

東京メトロ東西線

ふなばし美術学院

大神宮下

東京造形大学

女子美術大学
（相模原キャンパス）

多摩美術大学
（八王子キャンパス）

武蔵野美術大学

■国立近代
　美術館

東京都美術館■

国立西洋美術館■
東京国立博物館■

■江戸東京博物館

■川村記念
　美術館

■両国国技館東京藝術大学

■東京都
　現代美術館 ■葛西臨海公園

東京藝術大学取手校

■東京
　ディズニーランド

■マリンスタジアム
■幕張メッセ

■千葉県立
　美術館

ふなばし美術学院

日本大学芸術学部

女子美術大学
（杉並キャンパス）

多摩美術大学
（上野毛キャンパス）
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○内の数字は所要時間。
※所要時間は日中平常時のもので、
待ち時間、乗り換え時間等は含まれておりません。

徒歩圏に4駅利用可、
通学に便利なマルチアクセス環境！！

西国分寺

八王子

新宿

渋谷

品川

横浜

東京

浦安

新浦安

江古田

東高円寺

大井町

海浜幕張

五井

蘇我

池袋

大宮

柏 取手

新松戸松戸

東武/JR/京成船橋

西船橋本八幡
大神宮下

津田沼 千葉

新鎌ヶ谷 千葉ニュータウン中央

八千代中央

佐倉 成東

大原
木更津

君津

東金

成田空港

佐原

日暮里

上野

お茶の水

ふなばし美術学院のアドレスは、
大学等と同じ信頼の「.ac.jp」ドメインです。
各種イベントや講習会情報、パンフレット等に掲載しきれない
参考作品など情報満載でお届けします。
また、体験入学もウェブサイトからお申し込みいただけます。
各種検索ページからは「ふなばし美術」でクリック！！

www.funabi.ac.jp から最新の情報を発信中！！

■国立西洋美術館 ■東京国立博物館 ■江戸東京博物館 東京藝術大学取手校

東京造形大学 女子美術大学多摩美術大学

武蔵野美術大学 ■川村記念美術館東京藝術大学上野校

ふなばし美術学院 宮本第二校舎

本学院は、県内随一の伝統と50年以上の歴史を誇る「確かな実績のある」芸大・美大受験のための研究所
です。東京から30分以内という交通の便利な位置にあり、東京藝術大学をはじめとして各美術大学や美術館・
博物館等にも近く、優れた芸術作品を身近に感じることができる大変恵まれた環境にあるといえます。また、ディズ
ニーランドや幕張メッセなど様々な施設があることで、活気に満ちた地域といえるでしょう。学院までの交通
手段も非常に豊富で、JR総武線をはじめ、京葉線・武蔵野線・東京メトロ東西線・東葉高速鉄道・東武野田線・
京成線・新京成線などの各線が利用できるなど、通学にも大変便利です。

個人情報の保護に関して
本学院では、申込書に記入いただいた個人情報は厳重に管理・取扱いを行い、下記の利用
目的以外では一切使用致しません。また、取扱いを外部に委託することも致しません。

【利用目的】
授業に関わる情報や通知などの連絡、送付・本人と特定されない方式での統計資料の作成。

ふなばし美術学院 沿革

●船橋美術研究所創立（船橋市市場に創設）

●ふなばし美術学院と改称（千葉県知事の認可を得る）

●「油画科」「デザイン・工芸科」「基礎科」 を設置

●学科講座を開設

●現在の宮本校舎に移転（市場校舎は一般部のみの授業）

●美術図書室開設

●現在の宮本第２校舎を落成

●新たに「日本画科」を設置し、認可を得る

●市場校舎から宮本校舎に全面移転

●参考作品室開設

●「映像科」「建築科」を設置

●「先端芸術表現科」を設置

●「通信教育課程」を設置

●基礎科「中学生コース」を設置

●こども絵画教室を設置

●創立55周年

昭和42年10月

昭和44年10月

昭和63年5月

平成5年 10月

平成7年 4月

平成8年 12月

平成11年 4月

平成12年 4月

平成15年 4月

平成21年 9月

平成23年 4月

平成28年10月

令和 4年10月

ドンキホーテ

あせる王様

バーガーキング

19～21

指導スタッフ

武蔵野美術大学映像学科卒

東京藝術大学絵画科油画専攻大学院修了

東京藝術大学絵画科油画専攻大学院修了
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院修了
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院修了
東京藝術大学絵画科油画専攻卒
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院修了
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院在学
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院博士在学
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院在学
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院在学

多摩美術大学大学院美術研究科絵画専攻修了
東京藝術大学絵画科日本画専攻卒
東京藝術大学絵画科日本画専攻大学院修了
東京藝術大学絵画科日本画専攻大学院修了
武蔵野美術大学日本画学科卒
東京藝術大学絵画科日本画専攻大学院修了
東京藝術大学絵画科日本画専攻在学
東京藝術大学絵画科日本画専攻在学

東京藝術大学デザイン科卒                
東京藝術大学工芸科卒デザイン科大学院修了
東京藝術大学工芸科大学院修了
東京藝術大学デザイン科大学院修了
東京藝術大学デザイン科大学院修了
東京藝術大学デザイン科卒
東京藝術大学工芸科卒                
東京藝術大学工芸科大学院在学
東京藝術大学デザイン科在学
東京藝術大学デザイン科在学
多摩美術大学グラフィックデザイン学科卒
武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科卒
武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科在学
武蔵野美術大学工芸工業デザイン学科在学
東京藝術大学デザイン科在学
東京藝術大学デザイン科在学
東京藝術大学デザイン科在学

東京藝術大学絵画科油画専攻大学院修了

多摩美術大学工芸学科卒
武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科卒
東京藝術大学工芸科大学院修了

武蔵野美術大学映像学科卒
東京藝術大学院映像研究科メディア映像修了
武蔵野美術大学映像学科卒
東京藝術大学先端芸術表現科卒GAP専攻大学院在学
武蔵野美術大学院映像・写真コース在学
東京藝術大学先端芸術表現科在学
東京藝術大学先端芸術表現科卒GAP専攻大学院修了
東京藝術大学先端芸術表現科在学

東京科学大学大学院在学
東京藝術大学建築科在学
東京藝術大学建築科在学
東京藝術大学建築科在学
東京藝術大学建築科在学

多摩美術大学大学院美術研究科絵画専攻修了
多摩美術大学工芸学科卒
東京藝術大学絵画科日本画専攻卒
東京藝術大学絵画科油画専攻卒
東京藝術大学工芸科大学院修了
武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科卒
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院在学
武蔵野美術大学視覚伝達デザイン学科在学
東京藝術大学デザイン科在学
多摩美術大学グラフィックデザイン学科在学
東京藝術大学デザイン科在学

東京藝術大学工芸科卒
多摩美術大学絵画科油画専攻卒
多摩美術大学絵画科油画専攻卒
東京藝術大学工芸科大学院在学
多摩美術大学工芸科卒

京都市立芸術大学美術科卒
上智大学短期大学部卒
筑波大学大学院芸術支援領域修了
東京藝術大学絵画科油画専攻大学院在学

鈴木 太一郎

佐藤 孝志

大関 千里
佐藤 孝志
子安 謙志　
石橋 聖昂
川野 裕有希
馬淵 明日香
奥山 鼓太郎
横山 輝
佐藤 弥太郎

吉田 有紀
吉田 瑞佳
田村 幸帆
中野 貴文
吉崎 徳望
木村 遥香
鈴木 悠花
桑名 健太

平田 創
田中 健
天明 里奈
蓜島 愛
大塚 浩二郎
藤田 匠
橋本 泰
鈴木 遥香
齊藤 すず
中村 香乃
奈良 怜
長谷川 楓
松嶋 桃子
古賀 光
髙井 海
吉岡 青唯
山川 ふみ

子安 謙志

吉岡 真由子
長谷川 楓
外戸口 麻衣

鈴木 太一郎
貝和 由佳子
澤木 秋乃
鷹取 詩隠
東方 香央海
笠次 優爾
藤中 康耀
横瀬 優奈

松井 康平
森 悠夏
押元 伽弥
茂木 美律
一二三 柊一郎 

松本 次郎
吉岡 真由子
船越 大祐
石神 雄介
外戸口 麻衣
長谷川 楓
仲村 浩一
青山 一路
佐藤 瑞生
高瀬 野ノ花
佐藤 綾花

田中 宏枝
田村 幸久
阿部 弘佳
塩川 結斗
江縫 祐吾

木村 聡子
益満 えり子 
大森 春歌  
仲村 浩一

総合受験部  絵画科 PAINTING

総合受験部  デザイン科 DESIGN

総合受験部  先端芸術・映像科 MEDIA ARTS & IMAGE

総合受験部  建築科 ARCHITECTURE

基礎科 BASIC SECTION

基礎科中学 BASIC JUNIOR SECTION

学科 LECTURE

油画科 OIL PAINTING

学院長

副学院長

日本画科 JAPANESE PAINTING

デザイン・工芸科 DESIGN &  CRAFT

2026 .1  現在

環境

60 環境




